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１ 調査の目的 
 

この調査は、豊田市子ども条例に規定する「子ども総合計画」及び「次世代育成支援行動計画」

の後期計画の策定にあたり、市民意向調査を行い、ニーズを把握するとともに、「とよた子ども

スマイルプラン」及び「とよた子どもスマイルプラン青少年編」の政策や事業の進捗状況や評価

を確認することを目的としている。 

調査対象は、主に成人を想定した調査としては、すこやか親子手帳（母子健康手帳）交付対象

者、就学前児童（０～５歳）の保護者、小学生の保護者、中学生の保護者、一般市民を対象とし

ている。妊娠や子育ての現状や、今後の保育ニーズを把握するとともに、一般市民の子育て支援

に関する意識などを把握することにより、豊田市の子育て支援に関する施策の充実を図るために

実施した。 

また、各年代の子どもや青少年意識と生活実態を把握し、今後、児童生徒や青少年の健全育成

に関する施策を総合的に展開するための基礎資料を得ることを目的としている。 

 「次世代育成支援行動計画」の策定後、平成 19 年 10 月 9 日に豊田市子ども条例が公布され、

子どもの権利擁護及び子どもにやさしいまちづくりの仕組みが整った。 

国の動向としては、近年、ワーク・ライフバランスの観点から、男性の子育てへの参画や、社

会の子育てに対する理解や支援の充実が求められるようになっており、そうした動向についても

分析を行う。その他、豊田市の施策や事業の評価についても調査を行った。 
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２ 調査設計と回収状況 
 

区 分 ①小学生低学年 ②小学生高学年 ③－１中学生 
（学校配布） ③－２高校生 

調査対象 豊田市在住の小学校
１～３年生 

豊田市在住の小学校

４～６年生 
豊田市在住の中学生 豊田市在住の高校生

抽出方法 12 地区別に学校を選
定 

12 地区別に学校を選

定 
12 地区別に学校を選

定 
地区別に 15、16、17

歳を抽出 

調査方法 小学校で配布、回収 小学校で配布、回収 中学校で配布、回収 郵送配布・郵送回収

謝礼ハガキ

の送付 なし なし なし あり 

調査時期 平成 21年 1 月 平成 21年 1 月 平成 21年 1 月 平成 21年 1 月 

標本数 1,750 人 1,780 人 1,200 人 400 人 

有効回収数 1,407 人 1,496 人 1,092 人 187 人 

有効回収率 80.4％ 84.0％ 91.0％ 46.8％ 

調査票名 
とよたし 子どもの

せいかつについての

ちょうさ 

豊田市子どもの生活

と意識に関する調査

豊田市子どもの生活

と意識に関する調査

豊田市子どもの生活

と意識に関する調査

 
 

区 分 ④母子手帳交付 
被交付者 

⑤就学前児童 
の保護者 

⑥小学生（就学

児）の保護者 
⑦中学生の 
保護者 ⑧一般市民 

調査対象 母子手帳交付 
被交付者 

豊田市在住の

就学前児童の

保護者 

豊田市在住の小

学生の保護者 
豊田市在住の中

学生の保護者 
豊田市在住の20～

60 歳代 

抽出方法 期間中全員配布 

地区別、子ど

も年齢 0～5

歳別に各 500

人抽出 

上記①、②対象

者の保護者 

上記③－１対象

者の保護者 

地区別、年代別に

抽出 

調査方法 手帳交付時に 
配布、回収 

郵送配布・郵

送回収 

対象となった児

童・生徒を通し

て配布・回収 

対象となった児

童・生徒を通し

て配布・回収 

郵送配布・郵送回

収 

調査時期 平成 20年 12 月
～平成 21年 1月 

平成 21 年 1

月 平成 21年 1月 平成 21年 1 月 平成 21年 1 月 

謝礼ハガキ

の送付 なし なし なし なし あり 

標本数 450 人 3,000 人 3,250 人 1,200 人 4,000 人 

有効回収数 433 人 2,028 人 2,896 人 1,054 人 2,273 人 

有効回収率 96.2％ 67.6％ 89.1％ 87.8％ 56.8％ 

調査票名 
豊田市子育て支

援に関する市民

意向調査 

「豊田市子ど

も総合計画」

に関する市民

意向調査 

「豊田市子ども

総合計画」に関

する市民意向調

査 

「豊田市子ども

総合計画」に関

する市民意向調

査 

「豊田市子ども総

合計画」に関する

市民意向調査 
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３ 調査を実施した学校 
 
小学生は全生徒を対象として、中学生は各学年１クラスを対象として実施した。 

 
（１）小学校調査  （２）中学校調査 

小学校 地区  中学校 地区 

挙母 挙母  豊南 挙母 

寿恵野 上郷  高橋 高橋 

駒場 高岡  上郷 上郷 

九久平 松平  高岡 高岡 

加納 猿投  猿投台 猿投 

五ヶ丘 高橋  松平 松平 

石畳 藤岡  藤岡 藤岡 

道慈 小原  小原 小原 

足助 足助  足助 足助 

大沼 下山  下山 下山 

小渡 旭  旭 旭 

稲武 稲武  稲武 稲武 

合計    合計  

 
 
４ 調査結果の見方 
 

（１）比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのためパ

ーセントの合計が 100％にならないこともある。 

（２）基数となるべき実数は、件数または調査数として掲載した。比率は、この件数を 100％と

して算出している。 

（３）複数回答が可能な質問では、比率算出の基数は回答者数（票数）とし、その項目を選び○

印をつけた人が全体からみて何％なのかという見方をした。そのため、各項目の比率の合

計は通常 100％を超える。 

（４）本報告書の表の見出し及び文章中での回答選択肢の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略

化して掲載している場合がある。 
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48.0

0.6

51.4
男性

女性

無回答

(%)

Ｎ＝1,407

22.7

16.1

6.9
4.0 5.0

8.5

1.8
3.4 2.5 1.8

4.0

0.4

23.1

0.0

10.0

20.0

30.0

挙

母

小

学

校

寿

恵

野

小

学

校

駒

場

小

学

校

九

久

平

小

学

校

加

納

小

学

校

五

ヶ
丘

小

学

校

石

畳

小

学

校

道

慈

小

学

校

足

助

小

学

校

大

沼

小

学

校

小

渡

小

学

校

稲

武

小

学

校

無

回

答

 

 

 

 

(%)
Ｎ＝1,407

  
 
 
１－１  
小学生低学年 
 
（１）性・学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）学校 
 
 
 
 

１ 回答者の属性 

33.4

33.8
31.8

1.0

小学１年生

小学２年生

小学３年生

無回答 

(%)

Ｎ＝1,407
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50.3

1.3

48.4
男性

女性

無回答

(%)

Ｎ＝1,496

19.4

15.9

5.8 7.0 5.9
8.0

1.8
3.8 4.1

2.1
3.7
1.1

21.3

0.0

10.0

20.0

30.0

挙

母

小

学

校

寿

恵

野

小

学

校

駒

場

小

学

校

九

久

平

小

学

校

加

納

小

学

校

五

ヶ
丘

小

学

校

石

畳

小

学

校

道

慈

小

学

校

足

助

小

学

校

大

沼

小

学

校

小

渡

小

学

校

稲

武

小

学

校

無

回

答

(%)
Ｎ＝1,496

 
１－２ 小学生高学年 
 
（１）性・学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）学校 
 
 
 
 
 
 

32.6

30.9 33.5

2.9

小学４年生

小学５年生

小学６年生

無回答

(%)

Ｎ＝1,496
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42.9

19.0

38.2
男性

女性

無回答

(%)

Ｎ＝1,092

 
１－３ 中学生 
 
（１）性・学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

34.6

34.7
30.6

0.1

中学１年生

中学２年生

中学３年生

無回答

(%)

Ｎ＝1,092

9.6 9.7
7.9
9.4
8.1
10.0

5.9
8.2 8.2

6.5 6.6

0.5

9.4

0.0

10.0

20.0

30.0

豊

南

中

学

校

高

橋

中

学

校

高

岡

中

学

校

猿

投

台

中

学

校

松

平

中

学

校

上

郷

中

学

校

藤

岡

中

学

校

小

原

中

学

校

足

助

中

学

校

下

山

中

学

校

旭

中

学

校

稲

武

中

学

校

無

回

答

(%)
Ｎ＝1,092
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37.4

32.6 29.9

男性

女性

無回答

(%)

Ｎ＝187

11.2
9.1

20.3 20.3

2.1 2.1 1.1 1.6 1.1
0.0 0.5

2.7

27.8

0.0

10.0

20.0

30.0

挙

母

地

区

高

橋

地

区

上

郷

地

区

高

岡

地

区

猿

投

地

区

松

平

藤

岡

小

原

足

助

下

山

旭 稲

武

無

回

答

(%)
Ｎ＝187

 
１－４ 高校生 
 
（１）性・学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）居住地区 
 
 
 
 
 
 

29.4

44.4

26.2

0.0

高校１年生

高校２年生

高校３年生

無回答

(%)

Ｎ＝187
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27.3

12.2 12.5

24.5

13.2

1.8
4.2

0.2
1.4 1.2

0.0 0.2
1.4

0.0

10.0

20.0

30.0

挙

母

地

区

高

橋

地

区

上

郷

地

区

高

岡

地

区

猿

投

松

平

藤

岡

小

原

足

助

下

山

旭

 

 

 

 

稲

武

無

回

答

(%)
Ｎ＝433

38.3 10.6 4.6

1.4

44.1 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５年未満 ５～１０年未満

１０～１５年未満 １５～２０年未満

２０年以上 無回答

Ｎ＝433

 
１－５ 母子手帳交付被交付者 
 
（１）年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）居住地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）在住歴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

37.434.9

0.2

13.913.6

２４歳以下

２５～２９歳

３０～３４歳

３５歳以上

無回答

(%)

Ｎ＝433
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9.7

2.8

0.2

3.4

0.4

79.8

3.7
母親が１人で記入した

父親が１人で記入した

母親が父親に相談しながら記入した

父親が母親に相談しながら記入した

両親が相談しながら記入した

両親以外が記入した

無回答

(%)

Ｎ＝2,028

 
１－６ 就学前児童の保護者 
 
（１）調査対象児の年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）居住地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）記入者 
 
 

16.4

16.5

16.2

16.4

1.3

16.0

17.3

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

(%)

Ｎ＝2,028

15.5

8.2

18.9
20.7

2.1 2.2
0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.6

29.2

0.0

10.0

20.0

30.0

挙

母

地

区

高

橋

地

区

上

郷

地

区

高

岡

地

区

猿

投

松

平

藤

岡

小

原

足

助

下

山

旭

 

 

 

 

稲

武

無

回

答

(%)
Ｎ＝2,028
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5.5

21.2

15.7

5.4 6.3
8.3

1.7
3.6 3.3

2.0
3.8

0.7

22.4

0.0

10.0

20.0

30.0

挙

母

地

区

高

橋

地

区

上

郷

地

区

高

岡

地

区

猿

投

松

平

藤

岡

小

原

足

助

下

山

旭

 

 

 

 

稲

武

無

回

答

(%)
Ｎ＝2,896

21.3

5.4

0.4

3.8

13.2

52.3

3.5

母親が１人で記入した

父親が１人で記入した

母親が父親に相談しながら記入した

父親が母親に相談しながら記入した

両親が相談しながら記入した

両親以外が記入した

無回答

(%)

Ｎ＝2,896

 
１－７ 小学生（就学児）の保護者 
 
（１）調査対象児の学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）居住地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）記入者 

16.0

16.4

16.6

16.4

1.8

15.1

17.6

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

無回答

(%)

Ｎ＝2,896
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9.2
8.2

10.0

8.3
9.3
10.2

4.9

8.3 8.7

6.8
5.7

0.9

9.6

0.0

5.0

10.0

15.0

挙

母

地

区

高

橋

地

区

上

郷

地

区

高

岡

地

区

猿

投

松

平

藤

岡

小

原

足

助

下

山

旭

 

 

 

 

稲

武

無

回

答

(%)
Ｎ＝1,054

20.9

9.3

0.7

4.8

1.9

58.4

4.0
母親が１人で記入した

父親が１人で記入した

母親が父親に相談しながら記入した

父親が母親に相談しながら記入した

両親が相談しながら記入した

両親以外が記入した

無回答

(%)

Ｎ＝1,054

34.6

34.0

28.7

2.7

中学１年生

中学２年生

中学３年生

無回答

(%)

Ｎ＝1,054

 
１－８ 中学生の保護者 
 
（１）調査対象児の年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）居住地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）記入者 
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17.3

17.8

23.9

1.1

18.4

21.5

２０代以下

３０代

４０代

５０代

６０代以上

無回答

(%)

Ｎ＝2,273

 
１－９ 一般市民 
 
（１）年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）居住地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

27.1

16.5

8.4

20.1 21.1

2.0 2.2
0.5 0.5 0.4 0.5 0.3 0.5

0.0

10.0

20.0

30.0

挙

母

地

区

高

橋

地

区

上

郷

地

区

高

岡

地

区

猿

投

松

平

藤

岡

小

原

足

助

下

山

旭

 

 

 

 

稲

武

無

回

答

(%)
Ｎ＝2,273
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92.3

97.0

51.9

50.7

27.7

33.4

5.5

1.3

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

お父さん

お母さん

お兄さん・お姉さん

弟・妹

おじいさん

おばあさん

その他

無回答

(%)N=1,496

92.7

97.6

56.2

54.9

28.1

39.4

3.8

0.5

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

 お父さん

お母さん

兄・姉

弟・妹

祖父

祖母

その他

無回答

(%)N=1,092

94.1

96.3

73.8

20.3

25.1

29.9

2.1

0.0

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

お父さん

お母さん

兄・姉

弟・妹

祖父

祖母

その他

無回答

(%)N=187

  
 
 
 
２－１ 家族 
 
（１）同居・近居家族 

 
 
 
 

【小学生高学年】         【中学生】         【高校生】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 調査対象児をとりまく家族等の状況 
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78.8

0.2

1.8

7.4

10.2

30.3

34.4

4.6

3.9

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

父母同居

父同居

母同居

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

無回答

(%)N=433

89.8

0.6

3.1

19.8

22.3

31.8

33.7

4.2

1.3

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

父母同居

父同居

母同居

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

無回答

(%)N=2,028

87.7

1.2

5.4

22.3

27.3

21.2

23.6

4.6

1.1

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

父母同居

父同居

母同居

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

無回答

(%)N=2,896

86.5

1.3

6.4

23.7

34.3

15.1

18.7

4.6

1.3

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

父母同居

父同居

母同居

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

無回答

(%)N=1,054

 
【母子手帳交付被交付者】     【就学前児童保護者】      【小学生保護者】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中学生保護者】           
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29.9

0.3

0.9

1.6

7.2

8.6

4.8 27.7

31.8

35.3

26.8

25.5

25.7

35.9

22.5 6.4

3.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生高学年

中学生

高校生

２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

52.4 33.3 11.5

2.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人目 ２人目 ３人目 ４人以上 無回答

Ｎ＝433

 
（２）家族の人数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）手帳交付を受けた時の子ども 

 
【母子手帳交付被交付者】 
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25.6

10.3

6.8

53.0

46.5

52.8 28.7

17.9

36.4

7.0

3.1

8.6

0.5

1.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

小学生保護者

中学生保護者

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

Ｎ＝2,028

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

14.116.0 21.9 18.8 14.3 12.4 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳以上 無回答

Ｎ＝2,028

 
（４）子どもの人数 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
（５）末子の子どもの年齢 

 

【就学前児童保護者】 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

3.8

17.5

17.0

56.0 23.5

76.9

3.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

４歳以下 ５～９歳 １０歳以上 無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054
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96.8

27.9

0.0

1.6

0.9

14.5

0.5

51.0 3.5

0.2

1.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　母親

父親

就労している（フルタイム）

就労している（フルタイムだが産育休・介護休業中）

就労している（パートタイム、アルバイト等）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

Ｎ＝433

10.9

94.7

23.1

0.3

3.5

0.0

54.0

0.3 0.1

4.9

4.4

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

フルタイム

パートタイム、アルバイト等

育休・介護休業中

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

Ｎ＝2,028

17.2

91.7

50.4

0.6

0.4

0.0

22.4

0.6 0.2

5.3

7.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

フルタイム

パートタイム、アルバイト等

育休・介護休業中

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

Ｎ＝2,896

57.0

91.7

16.2

0.9

22.5

0.7

4.3

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

働いている（週５日とも）

時々働いている（週１、２日くらい）

働いていない

無回答

Ｎ＝1,496

 
２－２ 就労状況 
 

【母子手帳交付被交付者】             【就学前児童保護者】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【小学生保護者】                【小学生高学年】 
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35.4

90.5

46.2

2.4

15.7

0.9

2.7

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

フルタイムで働いている

時々または短時間働いている

働いていない

無回答

Ｎ＝1,092

28.9

94.1

44.9

1.1

21.4

1.1

4.8

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

フルタイムで働いている

時々または短時間働いている

働いていない

無回答

Ｎ＝187

79.4

92.1

91.8

95.5

35.1

9.4

23.5

7.5

2.0

38.4

4.2

1.2

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.6

4.7

3.8

0.7

0.0

1.2

0.0

2.2

2.0

1.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性２０代以下

男性３０代

男性４０代

男性５０代

男性６０代以上

就労している（フルタイム）

就労している（パートタイム、アルバイト等）
就労している（産育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在はしていない

これまでに就労したことはない
無回答

<男性の就労状況＞

Ｎ＝171

Ｎ＝201

Ｎ＝268

Ｎ＝165

Ｎ＝160

20.8

21.3

21.2

12.8 24.8

61.9

19.6

46.3

16.7 9.5

48.6

32.4

14.3

5.2

0.9

0.0

0.0

4.8

31.5

54.5

1.3

8.3

5.6

9.5

2.4

4.8

3.9

5.6

5.0

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性２０代以下

男性３０代

男性４０代

男性５０代

男性６０代以上

就労している（フルタイム）

就労している（パートタイム、アルバイト等）
就労している（産育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在はしていない

これまでに就労したことはない
無回答

<女性配偶者の就労状況＞

Ｎ＝42

Ｎ＝108

Ｎ＝179

Ｎ＝242

Ｎ＝77

 
【中学生】                   【高校生】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【一般市民】 
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1.1

0.2

94.4

97.7 1.7

3.6

0.1

0.4 0.6

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

小学生保護者

主に父親 主に母親 主に祖父母　

その他 無回答

Ｎ＝2,028

Ｎ＝2,896

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２－３ 主な養育者 
 
 
 
 

42.1

32.1

21.3

10.2 20.8

23.6

32.4

55.5

49.0 20.5

40.1

43.6

16.2 4.8

0.0

0.0

0.0

1.2

20.5

34.2

0.9

3.4

3.8

10.2

3.9

1.9

1.8

0.4

2.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性２０代以下

女性３０代

女性４０代

女性５０代

女性６０代以上

就労している（フルタイム）

就労している（パートタイム、アルバイト等）
就労している（産育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在はしていない

これまでに就労したことはない
無回答

<女性の就労状況＞

Ｎ＝259

Ｎ＝234

Ｎ＝287

Ｎ＝274

Ｎ＝228

98.8

94.5

94.7

72.6

24.5 24.5

15.1

44.4

0.0

0.8

0.5

7.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

2.6

1.2

0.5

0.4

0.0

0.0

6.0

4.4

2.1

3.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性２０代以下

女性３０代

女性４０代

女性５０代

女性６０代以上

就労している（フルタイム）

就労している（パートタイム、アルバイト等）
就労している（産育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在はしていない

これまでに就労したことはない
無回答

<男性配偶者の就労状況＞

Ｎ＝84

Ｎ＝189

Ｎ＝252

Ｎ＝216

Ｎ＝128
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86.1 13.9

93.7 6.3 0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

熱中したり、夢中になることがある ない 無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

  
 
 
 
３－１ 楽しいこと、熱中すること 
 
（１）熱中したり、夢中になったりすることの有無 

 中学生では 93.7％が「熱中したり、夢中になったりすることがある」と回答しているが、

高校生では 86.1％と低く、「ない」が 2倍以上と高い。 

 

 

３ 子どもの生活 
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16.5

59.1

57.5

44.2

42.7

37.9

29.0

33.2

10.1

38.1

49.5

23.6

24.5

30.6

4.4

2.9

29.9

5.8

0.1

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族とおしゃべりをする

友達とおしゃべりしたり遊ぶ

テレビをみる

マンガを読む

家でゲームをする

本を読む

メールをする

インターネットをする

勉強をする（塾を含む）

楽器を演奏したり音楽を聴く

スポーツや運動をする

映画、スポーツなどを見に行く

ゲームセンター、カラオケなどに行く

買い物をする

ボランティア活動をする

生徒会等の活動

学校の部・クラブ活動

その他

アルバイトをする

無回答

(%)Ｎ＝1,023

14.9

62.1

45.3

39.8

35.4

25.5

34.8

32.3

11.8

32.3

48.4

25.5

31.1

32.3

2.5

2.5

29.2

6.2

8.7

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族とおしゃべりをする

友達とおしゃべりしたり遊ぶ

テレビをみる

マンガを読む

家でゲームをする

本を読む

メールをする

インターネットをする

勉強をする（塾を含む）

楽器を演奏したり音楽を聴く

スポーツや運動をする

映画、スポーツなどを見に行く

ゲームセンター、カラオケなどに行く

買い物をする

ボランティア活動をする

生徒会等の活動

学校の部・クラブ活動

その他

アルバイトをする

無回答

(%)Ｎ＝161

 

（２）【熱中したり夢中になったりすることがある人のみ回答】熱中したり、夢中になっ

たりすることの内容 

熱中したり、夢中になったりすることの内容については、中学生と高校生はほぼ同じ傾向

を示しているが、高校生では「アルバイトをする」が 8.7％と高い。 

 

【中学生】                【高校生】 
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73.0

66.8

69.5

24.5

27.8

31.4

1.3

1.4

1.1

0.5

1.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生高学年

中学生

高校生

何でも話せる仲のよい友達がいる

仲のよい友達はいるが何でも話せるわけではない

仲のよい友達はいない

無回答

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 
３－２ 友達 
 
（１）仲の良い友達の有無                        

仲の良い友達の有無については、小学生高学年、中学生、高校生はほぼ同じ傾向を示して

いる。友達がいないと回答している子どもは少数だが、長期にわたって友達との交流がない

（あるいは少ない）子どもがいるのではないかが懸念される。 
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17.6

24.6

8.6

28.1

40.7

19.6

43.6

11.8

2.8

7.6

6.2

25.3

16.8

3.0

6.8

4.5

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

勉強のこと

スポーツのこと

家族のこと

学校のこと

芸能人やタレント、テレビ番組

のこと

本やマンガのこと 

ゲームのこと

音楽や映画のこと

携帯電話やメールのこと

パソコン、インターネット、ホー

ムページのこと

服やファッションのこと

友達のこと

好きな人のこと

世の中のこと（事件、社会ので

きごとなど）

将来のこと

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,458

22.6

27.1

12.2

7.8

31.5

36.0

19.9

22.9

18.1

7.6

9.1

7.1

25.3

23.7

4.6

5.1

2.7

0.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

勉強のこと

部活動のこと

スポーツのこと

家族のこと

学校のこと

芸能人やタレント、テレビ番組

のこと

本やマンガのこと

ゲームのこと

音楽や映画のこと

携帯電話やメールのこと

パソコン、インターネット、ホー

ムページのこと

服装やファッションのこと

友達のこと

異性のこと、好きな人のこと

世の中のこと（事件、社会の

できごとなど）

将来のこと

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,073

30.8

25.3

10.4

10.4

35.2

29.1

11.0

16.5

19.2

8.2

7.1

13.2

25.8

17.6

4.9

12.1

1.6

1.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

勉強のこと

部活動のこと

スポーツのこと

家族のこと

学校のこと

芸能人やタレント、テレビ番組

のこと

本やマンガのこと

ゲームのこと

音楽や映画のこと

携帯電話やメールのこと

パソコン、インターネット、ホー

ムページのこと

服装やファッションのこと

友達のこと

異性のこと、好きな人のこと

世の中のこと（事件、社会の

できごとなど）

将来のこと

その他

無回答

(%)Ｎ＝182

 
（２）【仲のよい友達がいる人のみ回答】仲の良い友達と話す内容 

仲の良い友達と話す内容については、小学生高学年、中学生、高校生では若干、異なって

いる。小学生高学年は「ゲームのこと」と「芸能人やタレント、テレビ番組のこと」が４割

以上で多い。中学生、高校生では「芸能人やタレント、テレビ番組のこと」、「学校のこと」、

「勉強のこと」「部活動のこと」などさまざまな事柄を友達と話していることがわかる。 

 
 

【小学生高学年】            【中学生】           【高校生】 
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96.6

26.6

5.8

10.1

3.2

2.1

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

直接会って

普通の電話で

携帯電話で

携帯電話のメールを使って

パソコンのメールを使って

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,458

96.6

18.5

11.8

41.4

8.9

1.1

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

直接会って

普通の電話で

携帯電話で

携帯電話のメールを使って

パソコンのメールを使って

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,073

98.4

8.8

25.3

55.5

2.7

0.5

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

直接会って

普通の電話で

携帯電話で

携帯電話のメールを使って

パソコンのメールを使って

その他

無回答

(%)Ｎ＝182

8.8

18.2

19.8

21.2

11.5

11.2 7.2 11.6

21.4

28.9

32.4 4.9 1.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

１日に２０回以上 １日に１０～１９回くらい

１日に１～９回くらい 週に数回

月に数回 電話やメールはしない

無回答

Ｎ＝1,073

Ｎ＝182

 
（３）【仲のよい友達がいる人のみ回答】仲の良い友達と話をする時の手段 

仲の良い友達と話す手段については、小学生高学年、中学生、高校生とも「直接会って」

が 95％以上で突出している。子どものコミュニケーションはフェイスツーフェイスが基本と

なっている。「携帯電話のメール」が小学生高学年、中学生、高校生で割合が多くなる。 

 
【小学生高学年】          【中学生】           【高校生】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）仲の良い友達と電話やメールでやりとりする頻度 
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70.7

72.5

57.2

52.7

75.4

5.7

48.5

20.0

22.1

9.0

32.0

13.7

9.4

28.5

8.6

19.19.4

4.0

11.2

1.3

2.5

7.8

8.7

1.0

4.3

5.0

4.5

3.7

7.6

7.0

11.6

6.2

11.0

11.2

12.6

4.9

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①友達と遊んだ

②家で勉強した（宿題も含む）

③塾で勉強した

④塾以外の習い事をした（家での練習時間

も含む）

⑤スポーツや運動をした

⑥テレビを見た、パソコン、ゲームをした

⑦メール、携帯電話を使った

なし                ３０分くらい
１時間くらい ２時間くらい
３時間くらい ４時間以上
無回答

Ｎ＝1,496

<火曜日>

 
３－３ 平日の放課後の過ごし方、日曜日の過ごし方 

 

（１）平日の放課後の過ごし方 

 

【小学生高学年】 
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64.2

84.4

64.0

38.2

74.6

36.5

17.0

9.1

21.0

10.2

24.5

7.8

19.4

8.0

14.8

10.3

24.8

1.9

17.3

7.0

4.0

3.0

1.0

2.6

1.0

5.7

3.1

5.3

9.0

1.5

10.8

12.2

12.0

7.3

7.8

11.4

13.0

7.5

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①友達と遊んだ

②家で勉強した（宿題も含む）

③塾で勉強した

④塾以外の習い事をした（家での練習時間

も含む）

⑤スポーツや運動をした

⑥テレビを見た、パソコン、ゲームをした

⑦メール、携帯電話を使った

なし                ３０分くらい
１時間くらい ２時間くらい
３時間くらい ４時間以上
無回答

Ｎ＝1,496

<日曜日>

 

（２）日曜日の過ごし方 

 
 
 
 
 

【小学生高学年】 
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90.0

86.7

84.0 9.1

96.9

6.9

3.8

2.1

2.1

2.5

0.4

2.3

4.8

3.6

0.1

0.7

0.0

0.4

3.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生低学年

小学生高学年

中学生

高校生

毎日食べる 週に３～５日くらい食べる

週に１～２日くらい食べる 食べないことが多い

無回答

Ｎ＝1,407

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1.092

Ｎ＝187

 

３－４ 食事 
 
（１）朝食について 

朝食については、学年があがるにしたがって「毎日食べる」の割合が少なくなる。小さい

頃は身についた生活習慣であっても、定着せず乱れる子どもが少しずつ増えていくことがう

かがえる。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）火曜日の夕食について 

6.7

10.7

51.9

41.4

27.3

43.1

55.6

46.2

3.7

1.6

0.4

2.9

2.1

1.1

0.1

0.5

3.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生高学年

中学生

高校生

家族全員で食べた 家族の誰かと食べた

家族以外の誰かと食べた 一人で食べた

食べなかった 無回答

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187
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26.4 54.4

69.4 24.2 4.3

13.9

2.0

5.2

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族との挨拶

家での手伝い

いつもしている 時々している あまりしていない

全然していない 無回答

Ｎ＝1.407

7.5

17.5

74.1

5.5

50.5

12.2

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ

携帯電話

ゲーム機

パソコン

自分の部屋

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

15.8

48.6

71.3

7.7

69.5

6.6

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ

携帯電話

ゲーム機

パソコン

自分の個室

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

36.4

98.4

56.7

18.2

82.9

0.5

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ

携帯電話

ゲーム機

パソコン

自分の個室

ない

無回答

(%)Ｎ＝187

20.7

63.4

27.7

25.5

40.7

20.7

39.9

5.6

19.9

22.1

69.1

43.4

29.7 4.3

22.5

3.5

10.2

7.0

1.2

14.2

2.3

2.0

1.3

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①家の人に起こされなくても自分で起きる

②「おはよう」「おやすみ」などの挨拶をする

③ご飯を残さず食べる

④掃除、食事の準備や片付けなどを手伝う

⑤自分の部屋の掃除や片付けを自分でする

いつもしている 時々している

あまりしていない 全然していない

無回答

Ｎ＝1,496

３－５ あいさつ、手伝い 
 

【小学生低学年】                  【小学生高学年】 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－６ 子どもが自分専用で持っているもの 

 

【小学生高学年】          【中学生】            【高校生】 
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82.2

50.6

11.8

16.4

47.6

86.6

78.5 19.2

1.6

1.7

2.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生低学年

小学生高学年

中学生

高校生

ある ない 無回答

Ｎ＝1,407

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 

３－７ 活動への参加 
 
（１）地域で参加している活動の有無 
地域で参加している活動の有無については、小学生は 8 割前後と高いが、中学生では約 5

割、高校生になると約 1 割に激減している。地域で高校生が参加できる機会や場が少ないこ

とが原因の一つではないかと考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）近所や地域の大人との関わり 

【小学生高学年】 
 
 
 
 
 
 
 
 

83.6

57.8

30.6

9.7

6.9

24.8

56.8

3.7

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

挨拶をする人がいる

声をかけてくれる人がいる

会えば話をする人がいる

いっしょにスポーツや楽器の演奏など

の活動をする人がいる

悩み事を相談できる人がいる

悪いことをしたときに注意してくれる人が

いる

地域のお祭りや行事に参加している

付き合いはない

無回答

(%)Ｎ＝1,496
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38.4

11.3

9.6

40.1

38.5

24.1

8.4

11.6

16.6

37.9 39.2

48.7

38.3

12.1

17.1

3.1

1.1

0.4

1.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生低学年

小学生高学年

中学生

高校生

よくある 時々ある ほとんどない

一度もない 無回答

Ｎ＝1,407

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

9.6 19.8

12.315.9 37.7 33.7

50.8 18.7 1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

よくある 時々ある ほとんどない

一度もない 無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 
（３）違う学年の人と遊ぶこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）赤ちゃんや小さい子と遊ぶこと 
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40.4

9.5

18.5

12.4

2.2

2.6

7.2

3.6

2.1

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家（家族と過ごす部屋）

自分の部屋

学校

友達の家

塾や習い事の場所

図書館や交流館など

公園、広場

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

39.5

43.7

3.5

1.8

2.2

0.4

1.9

0.8

0.5

2.7

2.4

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家（家族と過ごす部屋）

自分の部屋

学校

部活動の場所

友達の家

塾や習い事の場所

図書館や交流館など

公園、広場

飲食店やコンビニ

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

33.7

48.1

3.7

3.2

4.3

0.5

0.0

0.5

0.0

2.7

1.1

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家（家族と過ごす部屋）

自分の部屋

学校

部活動の場所

友達の家

塾や習い事の場所

図書館や交流館など

公園、広場

飲食店やコンビニ

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝187

 
３－８ ほっとできる場所 
 
（１）ほっとできる場所 
ほっとできる場所については、小学生は「家（家族と過ごす部屋）」が 4割以上で最も高い

が、中学生、高校生になると「自分の部屋」が最も多くなり、次いで「家（家族と過ごす部

屋）」となっている。中学生、高校生は、自立期や反抗期で家族と一緒にいるとほっとする子

どもとそうでない子どもにわかれるようである。 

 
【小学生高学年】          【中学生】            【高校生】 
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80.3

3.6

0.9

0.1

0.4

0.1

0.1

0.3

0.0

0.6

0.3

1.0

12.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家（家族と過ごす部屋）

自分の部屋

学校

部活動

友だちの家

塾や習い事の場所

図書館や交流館など

公園、広場

飲食店やコンビニ

その他

特にない

わからない

無回答

(%)Ｎ＝2,896

68.6

24.2

1.4

1.3

0.5

0.1

0.2

0.1

0.1

1.0

0.3

1.4

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家（家族と過ごす部屋）

自分の部屋

学校

部活動

友だちの家

塾や習い事の場所

図書館や交流館など

公園、広場

飲食店やコンビニ

その他

特にない

わからない

無回答

(%)Ｎ＝1,054

55.1

31.0

44.4

13.1

24.4

24.0

6.3

7.4

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0

友達同士でゆっくり話せる場所

音楽やダンスなどの趣味を楽しめる

場所

スポーツを自由にできる場所

静かに勉強できる場所

学校以外の仲間づくりができる場所

一人で静かに考えごとができる場所

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

49.7

30.5

41.2

11.8

21.9

20.9

5.9

12.3

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0

友達同士でゆっくり話せる場所

音楽やダンスなどの趣味を楽しめる

場所

スポーツを自由にできる場所

静かに勉強できる場所

学校以外の仲間づくりができる場所

一人で静かに考えごとができる場所

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝187

子どもがほっとできる場所については、小学生・中学生の保護者は「家（家族と過ごす部屋）」

だと思っているが、前述したように中学生、高校生になると「自分の部屋」が最も多くなっ

ていて、そのことに気付いていない親が少なくないようである。 

 
【小学生保護者】          【中学生保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）あったらよいと思う場所 

【中学生】                 【高校生】 
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16.9

54.4

25.5

32.8

50.2

79.1

76.6

51.6

39.2

34.0

32.2

29.9

25.6

15.9

15.8

29.2

31.5

25.7

33.7

42.0 22.78.2

23.8

23.4

33.8

38.6

2.7

4.8

15.0

4.9

25.4

2.3

1.6

4.1

9.5

6.9

8.4

1.3

7.7

5.1

0.5

0.7

1.4

0.8

0.7

0.6

0.7

0.9

0.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分はまわりから大切にされている

②自分の意見が言えている

③他人の考えを尊重することは大切だと思う

④休みや休息する時間が少ない

⑤ストレスやプレッシャーを感じることが多い

⑥むかついたりキレそうになったりすること

が多い

⑦人といっしょにいることが好きだ

⑧自分のことが好きだ

⑨他人の命は大切だ

⑩自分の命は大切だ

とてもそう思う

どちらかというとそう思う

あまりそう思わない

全然そう思わない

無回答

Ｎ＝1,092

21.4

52.4

26.2

34.2

33.2

74.9

70.1

53.5

50.3

37.4

31.0

36.9

28.9

17.1

20.3

27.3

23.0

38.5

40.6 18.211.2

22.5

21.9

35.8

41.7

20.9

6.4

8.0

26.2

4.3

22.5

0.5

0.5

2.7

6.4

4.3

9.6

0.0

5.3

1.6

1.1

1.1

1.1

1.1

1.6

1.1

1.1

1.6

1.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分はまわりから大切にされている

②自分の意見が言えている

③他人の考えを尊重することは大切だと思う

④休みや休息する時間が少ない

⑤ストレスやプレッシャーを感じることが多い

⑥むかついたりキレそうになったりすること

が多い

⑦人といっしょにいることが好きだ

⑧自分のことが好きだ

⑨他人の命は大切だ

⑩自分の命は大切だ

とてもそう思う

どちらかというとそう思う

あまりそう思わない

全然そう思わない

無回答

Ｎ＝187

 
３－９ 生活の実感、自己認識 

 
（１）普段の生活の中で感じていること 

豊田市子ども条例でも重視しているのはセルフ・エスティーム（自尊感情）であるが、「自

分はまわりから大切にされている」と思っている中学生・高校生は 7割、「自分の意見が言え

ている」のは 6～7割にとどまっている。 

 

【中学生】                    【高校生】 
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18.8

25.7

23.5

31.6

31.5

30.2

31.6

37.3

44.1

30.9

22.4

38.2

6.2

14.0

5.7

11.4 38.4

40.4

42.9

36.5

28.5

17.5

16.0

11.4

7.6

19.2

13.4

8.4

2.3

2.3

2.3

2.3

2.5

2.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①勉強ができる

②友達から人気がある

③正直だ

④人にやさしい

⑤運動が得意だ

⑥勇気がある

⑦いろんなことにがんばる

とてもそう思う

どちらかというとそう思う
あまりそう思わない

全然そう思わない

無回答

Ｎ＝1,496

15.7

15.2

20.0

30.3

30.1

24.7

35.3

49.4

32.9

31.8

47.1

15.1

2.8

9.9

2.7

10.6 38.1

42.1

41.7

39.2

36.0

35.2

16.8

11.5

9.2

21.9

17.6

13.1

0.5

0.6

0.5

0.6

0.5

0.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①勉強ができる

②友達から人気がある

③正直だ

④人にやさしい

⑤運動が得意だ

⑥勇気がある

⑦何事にもがんばる

とてもそう思う

どちらかというとそう思う
あまりそう思わない

全然そう思わない

無回答

Ｎ＝1,092

15.5

15.0

21.9

29.9

28.9

21.4

35.8

55.6

27.8

29.9

44.4

15.0

4.8

11.2

4.8

15.0 40.1

50.3

41.7

36.9

33.7

30.5

8.0

7.0

5.9

24.6

21.9

14.4

1.1

1.6

1.1

1.1

1.1

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①勉強ができる

②友達から人気がある

③正直だ

④人にやさしい

⑤運動が得意だ

⑥勇気がある

⑦何事にもがんばる

とてもそう思う

どちらかというとそう思う

あまりそう思わない

全然そう思わない

無回答

Ｎ＝187

 
（２）自分のことをどのように思っているか 

 
 
 
 

【小学生高学年】          【中学生】            【高校生】 
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77.2 18.5

55.3 31.1

2.5

7.2

0.9

1.6

3.6

0.6

1.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

よく聞いてくれる

まあまあ聞いてくれる

あまり聞いてくれない

全然聞いてくれない

お父さん／お母さんはいない

無回答

Ｎ＝1,407

70.1 22.9

50.3 33.0

3.9

7.5

0.5

2.5 6.6

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

よく聞いてくれる まあまあ聞いてくれる

あまり聞いてくれない 全然聞いてくれない

無回答

Ｎ＝1,496

65.5 22.8

37.5 25.7

7.2

20.1

2.3

9.6 7.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

十分だと思う

どちらかと言えば十分だと思う

やや不足していると思う

不足していると思う

無回答

Ｎ＝1,092

64.7 20.3

42.8 25.7

7.5

15.0

3.7

10.2 6.4

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

十分だと思う

どちらかと言えば十分だと思う

やや不足していると思う

不足していると思う

無回答

Ｎ＝187

  
 
 
 
４－１ 親との関係 
 
（１）お父さん、お母さんとの関係について 

 お母さんは話を「よく聞いてくれる」（小学生）、お母さんと話す時間は「十分だと思う」（中

高生）という割合は、子どもの年齢層が上がるにつれて減少する傾向にあるが、それでも 6

～8 割と過半数を占めた。これに対し、お父さんは話を「よく聞いてくれる」、お父さんと話

す時間は「十分だと思う」という割合は、小学生では半数強、中高生では 4 割前後にとどま

った。特に中高生が父親に対して、対話が不十分だと感じているといえる。 

 
【小学生低学年】               【小学生高学年】   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          【中学生】                   【高校生】 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 子ども条例にかかわること 
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24.2 40.8

12.9 29.5

18.7

24.6

2.4

12.3 2.0

0.4

18.7

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

十分聞いていると思う

どちらかと言えば十分だと思う

やや不足していると思う

不足していると思う

父親／母親はいない

無回答

Ｎ＝2,896

22.4 47.9

7.9 27.8

24.1

33.1

1.8

20.3 2.8

1.0

8.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

十分聞いていると思う

どちらかと言えば十分だと思う

やや不足していると思う

不足していると思う

父親／母親はいない

無回答

Ｎ＝1,054

16.7 62.2

8.8 46.8

6.7

20.3

0.5

3.4 1.9

0.4

18.8

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

よくわかっている ある程度わかっている

あまりわかっていない 全然わかっていない

父親／母親はいない 無回答

Ｎ＝2,896

12.9 72.2

4.7 48.3

11.1

30.6

0.3

5.7 2.6

0.9

8.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　父親

　　母親

よくわかっている ある程度わかっている

あまりわかっていない 全然わかっていない

父親／母親はいない 無回答

Ｎ＝1,054

 
（２）子どもの話や気持ちについて 

 子どもとの対話を保護者側からみると、子どもの話や気持ちを「十分聞いていると思う」

という回答は、小学生母親で 24.2％、同父親で 12.9％、中学生母親で 22.4％、同父親で 7.9％

にとどまる。「どちらかと言えば十分だと思う」を加えると、母親は 6～7 割に達するが、父

親は半数を超えない。保護者は子どもとの対話について、子ども側の認識以上に不十分であ

ると自覚していることがうかがえる。 

 
【小学生保護者】                【中学生保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）子どもの気持ちや考えの理解 

 子どもの気持ちや考えを「よくわかっている」という回答は、小学生母親で 16.7％、同父

親で 8.8％、中学生母親で 12.9％、同父親で 4.7％にとどまる。ただ、「ある程度わかってい

る」という回答は多く、それを加えると母親は 8 割前後、父親も 5 割強に達する。子どもの

気持ちや考えを「よくわかっている」とまではいえないが、「ある程度わかっている」という

自信はある、というのが一般的な自己認識であるといえる。 

 
【小学生保護者】               【中学生保護者】 
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52.1

35.5

26.2

38.2

49.1

55.1 7.5

52.6 36.5

10.2

10.9

5.4

6.3

3.6

1.4

1.7

1.1

0.9

1.6

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生低学年

小学生高学年

中学生

高校生

とても楽しい 楽しい あまり楽しくない

楽しくない 無回答

Ｎ＝1,407

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 
４－２ 学校で楽しいこと、嫌なこと 
 
（１）学校生活は楽しいか 

学校が「とても楽しい」「楽しい」という回答は、小学生低学年から高校生まで一貫して 8

～9 割ある。ただ、「とても楽しい」という回答に限ってみると、小学生では半数を超えてい

るが、中学生で 35.5％、高校生で 26.2％と急減している。一方で、「あまり楽しくない」「楽

しくない」が中高生では 1～2割あり、特に中高生は学校に対する不満を一定程度抱えている

といえる。 
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36.0

54.8

43.2

29.1

81.3

57.8

1.7

0.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

勉強

運動

給食

係の活動

休み時間に遊ぶ

友達と話す

特にない

無回答

(%)Ｎ＝1,407

59.4 33.3

74.1 21.4 3.2

4.8

0.4

1.1

1.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生低学年

小学生高学年

よく聞いてくれる まあまあ聞いてくれる

あまり聞いてくれない 全然聞いてくれない
無回答

Ｎ＝1,407

Ｎ＝1,496

（２）学校で楽しいこと 

小学生低学年で、学校で楽しいことは「特にない」という子どもは 1.7％とわずかであり、

休み時間を筆頭に学校生活の様々な活動に楽しく積極的に参加している様子がうかがえる。 

 
【小学生低学年】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）学校の先生との会話について 

小学生の過半数は、先生が話を「よく聞いてくれる」と感じている。 
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17.1 46.0

7.321.7 52.6 17.6

24.6 11.2 1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

よくわかってくれる ある程度わかってくれる

あまりわかってくれない 全然わかってくれない
無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 
（４）学校の先生の理解について 

しかし中高生になると、先生が気持ちや考えを「よくわかってくれている」と感じている

子どもは 2 割程度で、「あまりわかってくれない」「全然わかってくれない」とする中学生は

24.9％、高校生は 35.8％に上る。中高生は、学校の先生の理解について一定の不満を抱いて

いるといえる。 
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33.2

9.3

0.8

9.0

18.2

5.2

10.0

42.8

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0

勉強がわからないときがある

運動が苦手

友達がいない

ほかの子どもにいじめられる

違う学年の人と話すのが苦手

先生と話すのが苦手

給食が苦手

困っていることはない

無回答

(%)Ｎ＝1,407

10.7

19.2

17.6

23.1

4.6

1.4

7.6

8.2

8.8

3.0

8.2

47.5

10.8

3.9

26.7

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0

授業がよくわからない

成績がなかなか上がらない

体育や運動が苦手

嫌いな先生がいる

同級生や違う学年の人にいじめら

れる

仲のよい友達がいない

友達との付き合いがうまくいかない

学校の決まりごとが厳しすぎる

先生が口うるさい

先生が話をちゃんと聞いてくれない

先生がひいきをする

苦手な科目がある

給食が苦手

その他 

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

 
（５）学校で困っていること 

いずれの年齢層でも、勉強・授業、科目・教科、成績といった学業関係の「困っているこ

と」が最も多く挙げられている。さらに小学生高学年以上になると、「嫌いな先生がいる」「先

生が口うるさい」「先生がひいきをする」といった先生関係の「困っていること」が目立つよ

うになり、中高生では「学校の規則が厳しすぎる」も一定割合で挙げられている。 

「困っていることはない」という回答は、小学生低学年では 42.8％に上るが、それでも半

数には達しないともいえ、小学生高学年では 26.7％、中高生では 2 割未満となる。特に中学

生では 12.1％しかおらず、中学生のほとんどが学校で何かしらの困難に直面していることが

分かる。 

 
【小学生低学年】             【小学生高学年】   
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27.5

48.0

17.4

37.1

1.9

2.1

8.1

18.6

10.1

20.1

3.7

16.8

54.9

7.2

4.2

12.1

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0

授業がよくわからない

成績がなかなか上がらない

体育や運動が苦手

嫌いな先生がいる

同級生や違う学年の人にいじめら

れる

仲のよい友達がいない

友達との付き合いがうまくいかない

学校の規則が厳しすぎる

クラブ活動や部活動がつまらない

先生が口うるさい

先生が話を真剣に聞いてくれない

先生がひいきをする

苦手な教科がある

給食が苦手

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

25.7

29.9

12.8

34.8

0.0

1.1

5.9

33.7

4.8

22.5

4.8

12.3

35.3

1.1

2.7

19.3

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0

授業がよくわからない

成績がなかなか上がらない

体育や運動が苦手

嫌いな先生がいる

同級生や違う学年の人にいじめら

れる

仲のよい友達がいない

友達との付き合いがうまくいかない

学校の規則が厳しすぎる

クラブ活動や部活動がつまらない

先生が口うるさい

先生が話を真剣に聞いてくれない

先生がひいきをする

苦手な教科がある

給食が苦手

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝187

 
【中学生】                【高校生】 
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24.1

14.9

38.2

36.8

2.3

8.9

0.0 20.0 40.0 60.0

いじめを受けたことがある

他の人をいじめたことがある

他の人がいじめを受けているのを見

たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりし

たことはない

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,496

24.4

18.5

53.8

28.3

1.7

3.7

0.0 20.0 40.0 60.0

いじめを受けたことがある

他の人をいじめたことがある

他の人がいじめを受けているのを見

たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりし

たことはない

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,092

27.3

19.8

50.8

27.8

1.1

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0

いじめを受けたことがある

他の人をいじめたことがある

他の人がいじめを受けているのを見

たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりし

たことはない

その他

無回答

(%)Ｎ＝187

 
４－３ いじめ、不登校 

 

（１）自分がいじめを受けたり、いじめを見たり聞いたりしたこと 

「いじめを受けたことがある」という回答は、小学生高学年から高校生まで通じて 4分の 1

程度あった。また、「他の人がいじめを受けているのを見たり聞いたりしたことがある」は、

小学生高学年で 4割近く、中高生では半数超に上った。一方、「いじめを受けたり、見たり聞

いたりしたことはない」は、小学生高学年で 36.8％、中学生で 28.3％、高校生で 27.8％にと

どまった。すなわち、小学生高学年から中高生までの間では、周囲にいじめがある子どもの

方が多数派であるということになる。 

 

【小学生高学年】               【中学生】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生】 
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19.6

27.5

28.8

5.9

10.1

21.1

0.0 20.0 40.0 60.0

いじめをやめさせようとした

先生や親などの大人に相談した

気付いたが、どうすることもできな

かった

気付かないふりをした

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,496

12.0

20.2

44.0

13.6

8.2

16.7

0.0 20.0 40.0 60.0

いじめをやめさせようとした

先生や親などの大人に相談した

気付いたが、どうすることもできな

かった

気付かないふりをした

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,092

10.7

20.3

39.6

12.3

10.7

23.0

0.0 20.0 40.0 60.0

いじめをやめさせようとした

先生や親などの大人に相談した

気付いたが、どうすることもできな

かった

気付かないふりをした

その他

無回答

(%)Ｎ＝187

 

（２）自分がいじめを受けたり、いじめを見たり聞いたりした時の対応 

いじめへの対応として「気づいたが、どうすることもできなかった」という回答は、各年

齢層において最多であり、特に中高生では 4割前後に上った。一方、「先生や親などの大人に

相談した」は、小学生高学年で 3 割弱、中高生で 2 割強にとどまり、中高生では「気づいた

が、どうすることもできなかった」の半分ほどの回答しかなかった。いじめが身近にあって

も、大人に相談することもなく、どうすることもできずにいるというのが、子どもの一般的

な姿である。 

 

【小学生高学年】               【中学生】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生】 
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20.8

4.1

25.3

43.3

1.9

14.4

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の子どもがいじめを受けたこと

がある

自分の子どもが他の子をいじめたこ

とがある

他の子がいじめを受けているのを見

たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりし

たことはない

その他

無回答

(%)Ｎ＝2,896

28.1

7.4

47.2

31.3

2.8

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の子どもがいじめを受けたこと

がある

自分の子どもが他の子をいじめたこ

とがある

他の子がいじめを受けているのを見

たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりし

たことはない

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,054

 

（３）子どもがいじめを受けたり、いじめを見たり聞いたりしたこと 

保護者側の認識において、自分の子どもが「いじめを受けたり、見たり聞いたりしたこと

はない」という割合は、小学生保護者で 43.3％、中学生保護者で 31.3％であり、子どもたち

自身の認識（小学生高学年で 36.8％、中学生で 28.3％）より高率であった。すなわち、子ど

ものたちの間に存在するいじめの量を、保護者は十分に認識できていないといえる。 

 

【小学生保護者】                【中学生保護者】 
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59.2

1.4

4.1

5.2

3.5

3.8

3.3

15.2

22.4

5.9

12.2

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校の同級生や先輩・後輩とのトラ

ブル

学校外の同級生や先輩・後輩とのト

ラブル

勉強やスポーツが苦手であること

障がいや発達のおくれ

家庭の事情

部活動でのトラブル

ゲームや趣味でのトラブル

体型・容姿

登下校でのトラブル

その他

特に理由はない／わからない

無回答

(%)Ｎ＝1,177

60.2

2.6

4.0

2.6

3.1

14.5

2.2

11.4

9.5

5.4

18.2

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校の同級生や先輩・後輩とのトラ

ブル

学校外の同級生や先輩・後輩とのト

ラブル

勉強やスポーツが苦手であること

障がいや発達のおくれ

家庭の事情

部活動でのトラブル

ゲームや趣味でのトラブル

体型・容姿

登下校でのトラブル

その他

特に理由はない／わからない

無回答

(%)Ｎ＝650

 

（４）【子どもがいじめを受けたり、いじめを見たり聞いたりしたことがある人のみ回答】いじめの理由 

保護者が認識するいじめの理由は、「学校の同級生や先輩・後輩とのトラブル」が突出して

多かった。また、「特に理由はない／わからない」も、中学生保護者では 2割近くに上った。 

 

【小学生保護者】              【中学生保護者】 
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10.9 35.2 29.1 23.2 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくあった ときどきあった ほとんどない

一度もない 無回答

Ｎ＝1,496

23.5 41.2

13.317.7 44.4 23.7

23.5 9.6

1.1

0.3

1.1

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

よくあった 時々あった

ほとんどない 一度もない
現在学校に行っていない 無回答

Ｎ＝1.092

Ｎ＝187

10.8

8.5

7.4

23.6

6.7

6.0

25.7

8.3

32.4

8.8

16.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

いじめ

同級生や違う学年の人とのこと

先生とのこと

勉強のこと

体育や運動がイヤ

給食がイヤ

疲れた、体調が悪い

部活動や登下校がイヤ

なんとなく

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,126

9.8

12.8

13.6

25.4

6.2

3.6

43.2

17.7

33.6

7.7

14.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

いじめ

同級生や違う学年の人のこと

先生とのこと

勉強のこと

体育や運動がイヤ

給食がイヤ

疲れた、体調が悪い

部活動や登下校がイヤ

なんとなく

その他

無回答

(%)Ｎ＝940

13.2

15.0

16.2

15.6

7.8

2.4

41.9

11.4

43.1

5.4

15.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

いじめ

同級生や違う学年の人のこと

先生とのこと

勉強のこと

体育や運動がイヤ

給食がイヤ

疲れた、体調が悪い

部活動や登下校がイヤ

なんとなく

その他

無回答

(%)Ｎ＝167

 

（５）学校に行きたくないと思ったこと 

学校に行きたくないと思ったことが「よくあった」という子どもの割合は、小学生高学年

で 10.9％、中学生で 17.7％、高校生で 23.5％と、年齢層が上がるにつれて増えていた。「時々

あった」も加えると中高生では 6 割超に上り、大半の子どもが学校に行きたくないと思った

ことがある、という実態が浮かび上がる。 

 

       【小学生高学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）【学校に行きたくないと思ったことがある人のみ回答】行きたくないと思った理由 

学校に行きたくないと思った理由としては、年齢層を問わず「疲れた、体調が悪い」と「な

んとなく」が多いことが目立つ。子どもの間に、明確な理由は特定できない疲労感・倦怠感

が広がっているようであり、学校が子どもにとってストレスを与える場となってしまってい

ることがうかがわれる。 

 

    【小学生高学年】       【中学生】          【高校生】 
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9.8

1.2

1.1

6.4

0.0

0.6

79.5

84.3 4.1

13.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

よくあった 時々あった

現在学校に行っていない ない
無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

 

（７）子どもが学校に行かなくなったこと 

実際に子どもが学校に行かなくなったことの有無を保護者に訊くと、「よくあった」と「時々

あった」の合計割合は、小学生保護者で 1割弱、中学生保護者で 1割強であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 53

23.5

41.9

27.2

15.2

6.5

9.7

2.3

26.7

16.1

12.4

5.1

0.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

いじめ

友だちとのこと

先生とのこと

勉強のこと

体育や運動がイヤ

給食がイヤ

部活動がイヤ

登下校がイヤ

なんとなく

その他

特に理由はない／わからない

無回答

(%)Ｎ＝217

30.3

41.0

28.7

19.7

8.2

5.7

18.9

10.7

13.9

7.4

6.6

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

いじめ

友だちとのこと

先生とのこと

勉強のこと

体育や運動がイヤ

給食がイヤ

部活動がイヤ

登下校がイヤ

なんとなく

その他

特に理由はない／わからない

無回答

(%)Ｎ＝122

 

（８）【子どもが学校に行かなくなった人のみ回答】学校に行かなくなった理由 

保護者が認識する、子どもが学校に行かなくなった理由としては、小学生・中学生に共通

して「友だちとのこと」「いじめ」「先生とのこと」が多く、加えて小学生では「登下校がイ

ヤ」が多い。また、「なんとなく」が 1～2 割、「特に理由はない／わからない」も数％あり、

親が明確な理由を認識できない不登校が一定程度存在することがうかがわれる。 

 

【小学生保護者】              【中学生保護者】 
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31.4

7.3

6.1

8.4

10.3

12.7

11.6

21.2

21.3

19.0

2.5

33.0

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0

勉強のこと

受験のこと

家族のこと

同級生や違う学年の人のこと

好きな人のこと

おこづかい、お金のこと

自分の健康のこと

自分の顔や体型のこと

自分の性格のこと

自分の将来のこと

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

58.8

58.1

12.7

13.8

21.3

18.1

20.8

12.7

25.5

28.9

39.0

23.4

21.7

14.9

1.7

9.2

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0

勉強のこと

進学や受験のこと

家族のこと

同級生や違う学年の人のこと

異性、好きな人のこと

お小遣い、お金のこと

部活動のこと

自分の健康のこと

自分の容姿、ルックスのこと

自分の性格のこと

自分の将来のこと

就職のこと

将来、社会に出て行くことについて

将来に夢が持てないこと

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

43.3

46.5

15.5

6.4

17.1

23.5

9.6

13.9

33.2

29.4

48.7

31.6

21.4

13.9

1.6

11.2

4.8

0.0 20.0 40.0 60.0

勉強のこと

進学や受験のこと

家族のこと

同級生や違う学年の人のこと

異性、好きな人のこと

お小遣い、お金のこと

部活動のこと

自分の健康のこと

自分の容姿、ルックスのこと

自分の性格のこと

自分の将来のこと

就職のこと

将来、社会に出て行くことについて

将来に夢が持てないこと

その他

ない

無回答

(%)Ｎ＝187

 

４－４ 悩みや不安 
悩みや不安が「ない」という子どもは、小学生高学年でも 3 分の 1 にとどまるが、中高生

になるとさらに減って 1 割前後となる。悩みや不安の内容としては、各年齢層を通じて多い

のが勉強・受験関係であり、特に中学生では多く挙げられている。また、「自分の将来のこと」

は年齢層が上がるにつれて増え、高校生では最多の理由となっている。 

 
       【小学生高学年】          【中学生】            【高校生】 
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26.3

12.6

7.6

17.9

58.2

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0

心が傷つくことを言われたことがある

心が傷つくことをされたことがある

自分が悪いことをして、叩かれたり、

蹴られたりしたことがある

自分は悪いことをしないで、叩かれ

たり蹴られたりしたことがある

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,407

37.6

16.6

12.0

20.1

42.9

4.1

0.0 20.0 40.0 60.0

心が傷つくことを言われたことがある

心が傷つくことをされたことがある

自分が悪いことをして、叩かれたり、

蹴られたりしたことがある

自分は悪いことをせずに、叩かれた

り、蹴られたりしたことがある

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

40.6

15.3

12.8

14.1

44.3

5.8

0.0 20.0 40.0 60.0

心が傷つくことを言われたことがある

心が傷つくことをされたことがある

自分が悪いことをして、叩かれたり、

蹴られたりしたことがある

自分は悪いことをせずに、叩かれた

り、蹴られたりしたことがある

ない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

45.5

14.4

16.6

8.0

39.6

5.9

0.0 20.0 40.0 60.0

心が傷つくことを言われたことがある

心が傷つくことをされたことがある

自分が悪いことをして、叩かれたり、

蹴られたりしたことがある

自分は悪いことをせずに、叩かれた

り、蹴られたりしたことがある

ない

無回答

(%)Ｎ＝187

 
４－５ いやな思い 
 
（１）いやなことをされたり、言われたこと 

いやなことをされたり言われたりしたことが「ない」という子どもは、小学生低学年では

半数を超えるが、同高学年以上では 4 割前後にとどまり、半数を超える子どもがそのような

何らかの経験をしていることになる。具体的内容として最も多いのは「心が傷つくことを言

われたことがある」で、中高生では 4割超が挙げている。 

 
【小学生低学年】                【小学生高学年】   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中学生】                   【高校生】 
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8.9

11.2

31.5

2.8

3.0

1.6

53.8

30.8

3.5

4.0

5.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

お父さん

お母さん

きょうだい

おじいさん・おばあさん

学校の先生

塾や習い事の先生

同級生

違う学年の人

近所の人

その他

無回答

(%)Ｎ＝572

8.0

9.1

21.3

1.0

6.7

1.3

71.7

23.4

2.9

1.8

3.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

お父さん

お母さん

きょうだい

親やきょうだい以外の家族

学校の先生

塾や習い事の先生

同級生

違う学年の人

近所の人

その他

無回答

(%)Ｎ＝792

 
（２）【いやなことをされたり言われたりしたことがある人のみ回答】子どもにいやなこ

とをしたり、言ったりする人 

小学生にいやなことをしたり言ったりする人は、「同級生」「違う学年の人」「きょうだい」

といった子どもが多い。一方、「お父さん」「お母さん」もそれぞれ 1割前後、「学校の先生」

も高学年では 6.7％あり、身近な大人が子どもを傷つけてしまっていることが決して少なくな

いことがうかがわれる。 

 
【小学生低学年】              【小学生高学年】   
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49.1

11.6

22.9

2.4

35.5

5.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの心が傷つくようなことを言っ

た

子どもの心が傷つくようなことを行っ

た

子どもをたたいたりするなどの体罰

をした

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝1,054

20.9

7.3

16.1

3.0

62.9

3.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの心が傷つくようなことを言っ

た

子どもの心が傷つくようなことを行っ

た

子どもをたたいたりするなどの体罰

をした

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝2,273

49.1

10.6

23.9

2.1

27.8

13.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの心が傷つくようなことを言っ

た

子どもの心が傷つくようなことを行っ

た

子どもをたたいたりするなどの体罰

をした

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝2,896

 
（３）子どもに大変いやな思い、つらい思いをさせたこと 

保護者側の認識においても、「子どもの心が傷つくようなことを言った」経験があるという

保護者は約半数、一般市民でも 2 割いた。ただ、こうした自覚があることは、それを防止す

る可能性につながることともいえる。 

 
【小学生保護者】               【中学生保護者】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【一般市民】 
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57.6

62.6

13.0

4.4

2.4

2.8 51.3

13.6

14.7

13.8

13.1

14.8

17.9

2.5

2.0

1.6

2.0

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

一般市民

教育やしつけのために体罰は必要だ

基本的にはよくないが、教育のために仕方がない場合がある

どんな理由であれ体罰はすべきではない

良いとも悪いとも言えないと思う

その他

無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

Ｎ＝2,273

 
（３）体罰について 

「基本的にはよくないが、教育のために仕方ない場合がある」という回答が半数超を占め、

小学生保護者より中学生保護者が、中学生保護者より一般市民が、そのように考える傾向が

強い。 
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24.2

57.0

13.7

4.7

13.1

2.5

51.4

4.2

1.0

2.0

14.9

2.9

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

お父さん

お母さん

きょうだい

親やきょうだい以外の家族

学校の先生

塾や習い事の先生

友達

違う学年の人

相談窓口（電話相談など）

その他

誰にも相談しない

相談できる人がいない

無回答

(%)Ｎ＝928

11.4

34.4

10.5

1.7

10.2

3.0

57.1

4.0

5.4

0.5

1.2

19.2

1.6

9.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

お父さん

お母さん

きょうだい

親やきょうだい以外の家族

学校の先生

塾や習い事の先生

友達

付き合っている人

違う学年の人（先輩など）

相談窓口（電話相談など）

その他

誰にも相談しない

相談できる人がいない

無回答

(%)Ｎ=951

10.2

34.4

17.2

1.9

7.6

1.9

70.7

8.9

7.6

0.6

3.8

11.5

1.9

6.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

お父さん

お母さん

きょうだい

親やきょうだい以外の家族

学校の先生

塾や習い事の先生

友達

付き合っている人

違う学年の人（先輩など）

相談窓口（電話相談など）

その他

誰にも相談しない

相談できる人がいない

無回答

(%)Ｎ=157

 
４－６【悩みや不安がある人のみ回答】相談相手 
悩みや不安の相談相手として、両親の順位は、子どもの年齢層が上がるにつれて下がって

くる。小学生高学年では母親を挙げる子が半数を超え最多であるが、中高生では 3 分の 1 程

度にとどまる。父親が相談相手という回答は、母親の半分から 3分の 1程度しかない。 

また、「学校の先生」という回答も、小学生高学年で 13.1％、中学生で 10.2％、高校生で

7.6％と徐々に減少している。 

一方、「友達」という回答は、小学生高学年では 51.4％で母親に次ぐ 2位、中学生では 57.1％

で 1位となり、高校生では 70.7％に達する。 

また、「誰にも相談しない」という回答も、特に中学生では約 2割と多い。 

 

【小学生高学年】         【中学生】           【高校生】 
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14.5

13.9

21.5

6.3

2.5

57.6

5.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

引越しや家の建築、大きな買物など

家族の全員にとって重要なこと

旅行の行き先や日にちなど家族で

いっしょに遊ぶこと

進路や進学先など子ども自身に関

すること

新聞やテレビなどで話題になってい

ること

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

13.4

9.1

26.2

3.7

2.1

59.9

4.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

引越しや家の建築、大きな買物など

家族の全員にとって重要なこと

旅行の行き先や日にちなど家族で

いっしょに遊ぶこと

進路や進学先など子ども自身に関

すること

新聞やテレビなどで話題になってい

ること

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝187

 

４－７ 子どもの意見 
 
（１）家庭生活で子どもの意見を聞くべきと思うこと 
目立つのは、「特にない」という回答が 6割近くもあることである。子どもが家庭のことに

対し主体的に関わろうとしてない、あるいは無関心であることがうかがわれる。 

 
【中学生】                   【高校生】 
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26.6

5.4

10.6

18.3

12.9

2.2

48.9

5.5

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもがよく使う公園、広場などの

整備や使い方を決めるとき

子どもが参加する行事の開催方法

を決めるとき

子どもが参加する地域の行事の開

催方法を決めるとき

喫煙・自転車の乗り方・携帯電話の

利用など地域のマナー

地域の環境保護活動

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

24.1

5.9

10.7

18.2

11.8

2.7

49.2

4.8

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもがよく使う公園、広場などの

整備や使い方を決めるとき

子どもが参加する行事の開催方法

を決めるとき

子どもが参加する地域の行事の開

催方法を決めるとき

喫煙・自転車の乗り方・携帯電話の

利用など地域のマナー

地域の環境保護活動

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝187

 
（２）まちづくりや地域活動で子どもの意見を聞くべきと思うこと      
ここでも、「特にない」という回答が半数近くもあることが目立つ。子どもは地域のことに

対しても主体的に関わろうとしてない、あるいは無関心であるという傾向がうかがわれる。 

ただ、「子どもがよく使う公園、広場などの整備や使い方を決めるとき」は子どもの意見を

聞くべきだという意見も 4 分の 1 程度の中高生が持っており、こうした分野を契機に子ども

の地域参加を促していくことが有効と考えられる。 

 
【中学生】                  【高校生】 
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24.1

21.1

13.0

5.9

12.3

9.2 33.2

63.3

32.5

41.7

2.6

2.9

5.9

4.6

12.8

18.8

2.0

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　中学生

　　　　　高校生

　一般市民

そのとおりだと思う

他人の権利も尊重することになるので、わがままにはならない

良いとも、悪いとも言えないと思う

その他

わからない

無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

Ｎ＝2,273

 
４－８ 大切な子どもの権利 
 
（１）子どもの権利を認めることについて 

「子どもの権利を認めることは、子どものわがままを認めることにつながる」という意見

に対し、中学生では「他人の権利も尊重することになるので、わがままにはならない」と「良

いとも、悪いとも言えないと思う」が拮抗しており、高校生と一般市民では後者が最も多い

回答であった。一般市民より中高生自身の方で、「その通りだと思う」という回答、すなわち

「子どものわがまま」に対する批判的な声が多くなっている。 
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43.4

39.2

17.4

6.9

12.5

3.5

6.1

15.6

9.1

25.7

22.3

25.3

17.6

36.4

2.3

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0

差別されないこと

家族が仲よく、いっしょに過ごす時間

をもつこと

自分のことは自分で決められること

子どもが知りたいと思うことが隠され

ず、知ることができること

自分の考えをいつでも自由に言える

こと

年齢にふさわしい活動の機会が用意

されること

自由にグループをつくり集まれること

自分の秘密（プライバシー）が守られ

ること

自分らしさが認められること

暴力や言葉で傷つけられないこと

障がいのある子どもが差別されない

で暮らせること

夢に向かって挑戦し、失敗しても再

度挑戦すること

休む時間や自由な時間をもつこと

安心して生活できること

特にない

無回答

(%)Ｎ=1,496

48.4

20.7

18.9

8.8

14.0

2.3

5.4

23.9

19.2

20.9

16.9

12.4

25.4

32.1

3.6

4.0

0.0 20.0 40.0 60.0

差別されないこと

家族が仲よく、いっしょに過ごす時間

をもつこと

自分のことは自分で決められること

子どもが知りたいと思うことが隠され

ず、知ることができること

自分の考えをいつでも自由に言える

こと

年齢にふさわしい活動の機会が用意

されること

自由にグループをつくり集まれること

自分の秘密（プライバシー）が守られ

ること

自分らしさが認められること

暴力や言葉で傷つけられないこと

障がいのある子どもが差別されない

で暮らせること

夢に向かって挑戦し、失敗しても再

度挑戦すること

休む時間や自由な時間をもつこと

安心して生活できること

特にない

無回答

(%)Ｎ=1,092

41.7

20.9

22.5

9.6

12.3

4.3

2.1

24.6

17.6

24.1

20.9

14.4

19.3

35.8

4.8

3.7

0.0 20.0 40.0 60.0

差別されないこと

家族が仲よく、いっしょに過ごす時間

をもつこと

自分のことは自分で決められること

子どもが知りたいと思うことが隠され

ず、知ることができること

自分の考えをいつでも自由に言える

こと

年齢にふさわしい活動の機会が用意

されること

自由にグループをつくり集まれること

自分の秘密（プライバシー）が守られ

ること

自分らしさが認められること

暴力や言葉で傷つけられないこと

障がいのある子どもが差別されない

で暮らせること

夢に向かって挑戦し、失敗しても再

度挑戦すること

休む時間や自由な時間をもつこと

安心して生活できること

特にない

無回答

(%)Ｎ=187

 
（２）子どもの権利で大切だと思うこと 

子ども自身が、子どもの権利で大切だと思うことで、各年齢層を通じて多いのは、「差別さ

れないこと」と「安心して生活できること」である。「家族が仲よくいっしょに過ごす時間を

もつこと」は、小学生高学年では 4 割近くの子どもが挙げたが、中高生では 2 割程度にとど

まる。一方、中高生では「自分の秘密（プライバシー）が守られること」を挙げる子どもが、

小学生に比べると多くなっている。 

保護者および一般市民が、子どもの権利で大切だと思うことで最も多いのは、「安心して生

活できること」である。また、「家族が仲よくいっしょに過ごす時間をもつこと」を挙げる大

人が子どもたちより多いことが目立つ。 

 

 
【小学生高学年】        【中学生】           【高校生】 
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26.7

40.0

14.7

2.9

18.9

7.5

0.6

3.2

31.1

24.0

10.9

19.0

3.0

48.8

0.2

12.7

0.0 20.0 40.0 60.0

差別されないこと

家族が仲よく、いっしょに過ごす時間

をもつこと

自分のことは自分で決められること

子どもが知りたいと思うことが隠され

ず、知ることができること

自分の考えをいつでも自由に言える

こと

年齢にふさわしい活動の機会が用意

されること

自由にグループをつくり集まれること

自分の秘密（プライバシー）が守られ

ること

自分らしさが認められること

暴力や言葉で傷つけられないこと

障がいのある子どもが差別されない

で暮らせること

夢に向かって挑戦し、失敗しても再

度挑戦すること

休む時間や自由な時間をもつこと

安心して生活できること

特にない

無回答

(%)Ｎ=2,896

37.6

34.9

18.6

1.8

18.9

9.0

0.3

3.7

34.9

26.2

10.7

25.6

3.3

56.4

0.5

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0

差別されないこと

家族が仲よく、いっしょに過ごす時間

をもつこと

自分のことは自分で決められること

知りたいと思うことが隠されず、知る

ことができること

自分の考えをいつでも自由に言える

こと

年齢にふさわしい活動の機会が用意

されること

自由にグループをつくり集まれること

自分の秘密（プライバシー）が守られ

ること

自分らしさが認められること

暴力や言葉で傷つけられないこと

障がいのある子どもが差別されない

で暮らせること

夢に向かって挑戦し、失敗しても再

度挑戦すること

休む時間や自由な時間をもつこと

安心して生活できること

特にない

無回答

(%)Ｎ＝1,054

42.2

40.9

11.3

4.0

19.3

12.0

0.9

4.4

21.6

28.9

26.3

24.5

2.7

42.0

0.6

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0

差別されないこと

家族が仲よく、一緒に過ごす時間を

もつこと

自分のことは自分で決められること

子どもが知りたいと思うことが隠され

ず、知ることができること

自分の考えをいつでも自由に言える

こと

年齢にふさわしい活動の機会が用意

されること

自由にグループをつくり集まれること

自分の秘密（プライバシー）が守られ

ること

自分らしさが認められること

暴力や言葉で傷つけられないこと

障がいのある子どもが差別されない

で暮らせること

夢に向かって挑戦し、失敗しても再

度挑戦すること

休む時間や自由な時間をもつこと

安心して生活できること

特にない

無回答

(%)Ｎ=2,273

 
【小学生保護者】         【中学生保護者】        【一般市民】 
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85.712.0

7.0 90.2 2.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生低学年

小学生高学年

知っている 知らない 無回答

Ｎ＝1,407

Ｎ＝1,496

20.9

1.6

1.2

19.4 74.0

72.7

5.4

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

内容まで知っている あることを知っている

知らない 無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

35.1

2.0

3.3

2.4

24.1

35.4

72.6

49.4

57.7

1.3

12.7

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

　一般市民

内容まで知っている ことばだけは知っている

知らない 無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

Ｎ＝2,273

 
４－９ 子ども条例の認知 

 
（１）豊田市子ども条例の認知 
条例が存在していることの認知度は、小学生で 1 割程度、中高生で 2 割程度、小中学生保

護者で 4割弱、一般市民で 3割弱である。さらに、「内容まで知っている」という割合は、中

高生では 1～2％、大人でも 2～3％にとどまる。認知度はまったく不十分であり、周知の取組

が強く望まれる。 
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26.8

1.5

2.4

2.4

16.1

25.9

80.1

58.5

66.4

2.3

13.2

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

　一般市民

内容まで知っている ことばだけは知っている

知らない 無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

Ｎ＝2,273

 
（２）とよた子どもの権利相談室の認知 
相談室が存在していることの認知度は、小中学生保護者で 3 割弱、一般市民で 2 割弱であ

り、「内容まで知っている」という割合は 1～2％にとどまる。こちらも、子ども条例以上に認

知度は低いが、設置されて間もないこともあり、条例と併せて周知を行うこと、活動を通じ

て認知度が高まることが期待される。 
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2.0

68.4

53.0

51.2

2.2

1.7

26.5

33.7

40.4

2.9

13.4

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

　一般市民

良いことだと思う    良いことだと思わない

どちらともいえない  無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

Ｎ＝2,273

 
４－10 子ども委員 

 

（１）子ども委員活動について 

小中学生保護者の半数強、一般市民の 7 割弱が、「良いことだと思う」と回答した。「良い

ことだと思わない」という否定的意見は数％にとどまった。 

小中学生保護者より一般市民の方で肯定的意見が多いのは、前者では「どちらともいえな

い」という回答および無回答が多いからであり、実際に自分の子どもが活動に参加すること

を想定すると判断がつかないということだと思われる。これは、活動の内容や成果がまだ理

解されていないことが一因と考えられ、こちらも周知の取組が望まれる。 
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4.2

2.8

1.1

28.5

17.1

20.7 45.1

37.4

53.5

25.1

21.3

23.0 5.3

6.2

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生高学年

中学生

高校生

子ども委員として活動してみたい（今、活動している）

子ども委員がどのようなものか知りたい

あまり興味はない

どちらともいえない、わからない

無回答

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 

（２）子ども委員活動への興味 

「活動してみたい」と「どのようなものか知りたい」の合計割合は、小学生高学年では 3

割を超えるが、中学生では 2 割強、高校生では 2 割弱と、年齢層が上がるにつれて興味が薄

れている。こうした状況は、比較的興味の高い小学生時代に活動に参加した子どもが、中高

生になっても参加を続けたり、活動経験を周囲の子どもと共有したりすることで、少しずつ

改善されることが期待される。 
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36.5

32.8

34.2

33.1 11.0

11.8

44.5

13.7

6.0

4.2

3.2

3.3

2.7 31.8

23.5

27.5

13.6

15.1

2.3

8.7

3.2

3.2

23.5

20.6

39.6

35.0

5.0

3.7

4.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

中学生

高校生

一般市民

尊重されている まあ尊重されている

あまり尊重されていない 尊重されていない

どちらとも言えない 無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

Ｎ＝2,273

 

４－11 子どもの権利の尊重 

「尊重されている」と「まあ尊重されている」の合計割合は、小中学生保護者、中高生、

一般市民を通じて 3～4割であり大きな差はない。しかし、「あまり尊重されていない」と「尊

重されていない」の合計割合は、大人（小中学生保護者と一般市民）では 1～2 割であるが、

中高生では 4 割近くに上っており、大人が思っているほど子どもたちは、自分たちの権利が

尊重されているとは思っていない、という状況がうかがえる。 
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22.5

20.9

17.9

42.5

62.8

49.4 2.8

1.3

2.0

22.4

20.7

14.5 2.7

4.6

13.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

一般市民

良いことだと思うので参加してもよい

良いことだとは思うが参加はしないと思う

良いことだとは思わない

わからない

無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

Ｎ＝2,273

 
４－12 権利学習 

「参加してもよい」という回答も 2割前後あるが、「良いことだとは思うが参加はしないと

思う」が小中学生保護者では 4～5割、一般市民では 6割超と最も多い。 

一般市民の関心を高めるのは容易でないと考えられるので、まずは保護者の中で「参加し

てもよい」という人々に実際に受講してもらい、その経験を周囲と共有することで関心を高

めていくことが有効であると思われる。 
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7.1

8.0

8.5

14.3

22.9

10.1 70.1

59.2

59.8

7.1

6.3

7.0 1.7

4.7

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

一般市民

内容の企画検討から参加してみたい

参加してもよい

必要だと思うが、参加は難しい

関心はない

無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

Ｎ＝2,273

 

４－13 地域の子育て支援への参加 

「内容の企画検討から参加してみたい」と「参加してもよい」の合計割合は、中高生保護

者では 2割前後、一般市民では 3割強であった。一般市民の方がむしろ参加意向が強いのは、

子育て現役世代である中高生保護者よりも時間的制約の小さい人が多いという状況によると

考えられ、こうした層の子育て支援力を活用していく取組を積極的に進めていくことが望ま

れる。 
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60.3

32.8

21.4

26.7

52.9

47.3 11.9

3.1

17.1

3.8

1.1

4.8 3.7

4.2

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生高学年

中学生

高校生

好き まあまあ好き

あまり好きではない 好きではない

無回答

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

17.1 44.9

27.8 40.8 21.5

27.3

5.8

7.0 3.7

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

そう思う どちらかと言えばそう思う

あまりそう思わない 思わない
無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

11.8 27.3

11.0 38.2 27.2

31.0

10.1

12.3 13.9

9.3

3.7

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

とても関心がある

どちらかと言えば関心がある
あまり関心がない

全く関心がない
わからない

無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

  
 
 
５－１ 楽しいこと、熱中すること 
（１）住んでいる地域は好きか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）豊田市への定住意向 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

（３）ボランティアへの関心 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 子どもの自立について 
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42.6

27.2

26.4

35.1

15.5

19.0

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0

地域をきれいにしたり生き物を守った

りする活動をしたい

地域のお祭りの手伝いをしたい

ボランティアで困っている人を助けた

い

大きいお兄さんやお姉さんと遊んだり

話をしたい

地域の大人と話し合ったり、地域を良

くする活動に参加したい

やってみたいと思わない

無回答

(%)Ｎ＝1,407

34.0

23.5

24.9

23.7

12.8

29.2

3.5

0.0 20.0 40.0 60.0

地域をきれいにしたり、自然環境を保

護する活動をしたい

地域の子どもが参加できるイベント

の計画や実行に参加したい

ボランティアなどをして困っている人

を助けたい

年下や年上の子どもと交流したい

地域の大人と話し合ったり、地域をよ

くする活動に参加したい

やってみたいと思うことはない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

18.6

19.3

22.2

24.8

8.3

36.9

4.7

0.0 20.0 40.0 60.0

街並みの美化や自然環境の保護の

活動

地域のイベントの計画や実行に参加

する

ボランティアなどをして困っている人

を助ける

年下や年上の子どもと交流する

地域の大人と話し合ったり、地域をよ

くする活動に参加する

やってみたいと思うことはない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

17.1

5.9

20.9

19.8

6.4

45.5

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0

街並みの美化や自然環境の保護の

活動

地域のイベントの計画や実行に参加

する

ボランティアなどをして困っている人

を助ける

年下や年上の子どもと交流する

地域の大人と話し合ったり、地域をよ

くする活動に参加する

やってみたいと思うことはない

無回答

(%)Ｎ＝187

 
５－２ やってみたいこと 
 

【小学生低学年】               【小学生高学年】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中学生】                 【高校生】 
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43.3

19.2

13.4

34.0

30.8

18.5

49.9

27.4

0.8

2.4

4.2

4.2

0.0 20.0 40.0 60.0

仕事をしなければならない

社会を支えなければならないこと

遊べなくなること

自由な時間が少なくなること

経済的に自立すること

自分で身の周りのことをすること

責任が重くなること

自分が家族を支えなければならな

いこと

その他

考えたことがない

特にない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

38.0

14.4

16.0

35.3

46.0

20.9

57.8

17.1

2.7

1.6

2.7

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0

仕事をしなければならない

社会を支えなければならないこと

遊べなくなること

自由な時間が少なくなること

経済的に自立すること

自分で身の周りのことをすること

責任が重くなること

自分が家族を支えなければならな

いこと

その他

考えたことがない

特にない

無回答

(%)Ｎ＝187

 
５－３ 大人について 
大人になると大変そうだと思うことは、「責任が重くなること」が最も多く、次いで「経済

的に自立すること」と「仕事をしなければならないこと」が多い。経済や雇用情勢が厳しい

こともあり、子どもは就業への不安などを敏感に感じているようである。 

 
【中学生】                 【高校生】 
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50.9

55.9

18.2

9.7

23.9

16.6

47.9

11.9

4.9

41.9

2.5

5.7

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0

お父さん

お母さん

きょうだい

親やきょうだい以外の家族

学校の先生

塾や習い事の先生

友達

違う学年の人

近所の人

芸能人、スポーツ選手、有名人

その他

いない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

 
５－４ 尊敬する人 

【小学生高学年】 
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73.6

57.5

60.4

4.1

3.7

4.6 4.8

3.3

4.3

28.5

16.2

26.2 5.3

4.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生高学年

中学生

高校生

夢ややりたいことがある 夢ややりたいことはない

考えたことがない まだ見つからない

無回答

Ｎ＝1,496

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 
５－５ 夢、やりたいこと 
 
（１）夢、やりたいことの有無 

子どもは大人になると大変そうだと思っている一方で、半数以上の子どもが夢ややりたい

ことを持っていることが明らかとなった。小学生高学年では、夢の実現のために、習い事の

練習や勉強に励む子どもが多い。 
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32.0

8.8

16.0

3.6

38.2

13.4

5.3

6.8

8.4

21.2

4.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

学校の勉強

勉強以外の学校の活動

家の手伝い

ボランティア・地域活動

習い事の練習（スポーツや楽器演

奏など）

英語や外国語

検定や資格の取得

職業（仕事）の研究や体験

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

（２）夢、やりたいことのために努力していること 

 
【小学生高学年】 
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27.2

38.2

30.6

28.4

38.1

64.4

8.2

12.55.2

4.1

6.2

6.1

6.0

44.2

59.3

58.3

51.4

4.9

4.3

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０代以下

３０代

４０代

５０代

６０代以上

利用したことがある

知っているが利用したことはない

知らなかった

無回答

<豊田市就労支援室>

Ｎ＝419

Ｎ＝405

Ｎ＝489

Ｎ＝543

Ｎ＝393

49.4

48.3

60.2

66.1

60.2

16.7

29.5

27.0

31.4

47.6

32.9

5.0

4.7

6.2

3.1

5.3

2.2

2.2

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０代以下

３０代

４０代

５０代

６０代以上

利用したことがある

知っているが利用したことはない

知らなかった

無回答

<豊田市公共職業安定所>

Ｎ＝419

Ｎ＝405

Ｎ＝489

Ｎ＝543

Ｎ＝393

51.9 34.2

46.0 39.1 10.5

9.6

4.4

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

なりたい職業がある

なりたい職業を考えることはあるが、まだ決まっていない

職業について、とくに考えたことがない

無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 
５－６ 職業 
 
（１）就労支援機関の利用状況 
就労支援機関の利用状況については、豊田市就労支援室は 20 代以下、30 代、40 代が 6％台で

高く、豊田市公共職業安定所は 30 代が 47.6％で最も利用経験の割合が高くなっている。いずれ

の年代においても、豊田市就労支援室は豊田市公共職業安定所よりも利用者割合や認知度が低い。 

 
【一般市民】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）将来の職業について 
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57.8

0.5

0.5

20.7

19.3

4.5

6.2

20.3

1.8

23.4

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

職場体験をしたことがある

市の青少年センターの職業講座に

参加した

企業等でのインターンシップに参加

した

社会人や職業についている人の話

を聞いた

職業について調査や研究をした

自分のキャリアシートを作成した

職業適性検査やカウンセリングを受

けた

自分の家の仕事を手伝った

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

71.7

0.5

4.3

31.0

29.9

4.8

20.3

4.8

1.6

13.4

3.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

職場体験をしたことがある

市の青少年センターの職業講座に

参加した

企業等でのインターンシップに参加

した

社会人や職業についている人の話

を聞いた

職業について調査や研究をした

自分のキャリアシートを作成した

職業適性検査やカウンセリングを受

けた

自分の家の仕事を手伝った

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝187

 
（３）就業のために行ったこと 

就業のために行ったことについては、中学生、高校生とも「職場体験」が突出して高い。「自

分の家の仕事を手伝った」以外は、いずれも中学生よりも高校生の割合が高くなっている。 

 

【中学生】                 【高校生】 
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4.8

17.6

18.0

13.5

21.9

31.1

17.4

11.1

15.6

14.5

30.9

12.2

27.5

34.0

1.4

2.1

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0

偉くなって、尊敬される

お金持ちになる

仕事で成功をする

有名になる

人に迷惑をかけない

人を思いやり、大切にする

世の中や人の役に立つことをする

皆から好かれる人になる

勇気のある人になる

困難にぶつかってもあきらめない

自分の夢ややりたいことを実現する

趣味などを楽しむ

毎日楽しく過ごす

幸せな家庭をつくる

その他

わからない

無回答

(%)Ｎ＝1,496

5.3

15.3

20.3

6.4

18.8

30.4

15.8

18.6

8.8

13.6

27.7

18.4

38.3

34.6

1.5

2.1

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0

社会的に高い地位につく

お金持ちになる

仕事で成功する

有名になる

人に迷惑をかけない

人を思いやり大切にする

世の中や人の役に立つことをする

皆から好かれる人になる

勇気のある人になる

困難にぶつかってもあきらめない

自分の夢ややりたいことを実現する

趣味などを楽しむ

毎日楽しく過ごす

幸せな家庭をつくる

その他

わからない

無回答

(%)Ｎ＝1,092

4.3

15.5

15.5

5.9

14.4

29.9

19.3

16.6

8.6

11.2

34.2

19.3

42.8

32.1

2.1

1.6

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0

社会的に高い地位につく

お金持ちになる

仕事で成功する

有名になる

人に迷惑をかけない

人を思いやり大切にする

世の中や人の役に立つことをする

皆から好かれる人になる

勇気のある人になる

困難にぶつかってもあきらめない

自分の夢ややりたいことを実現する

趣味などを楽しむ

毎日楽しく過ごす

幸せな家庭をつくる

その他

わからない

無回答

(%)Ｎ＝187

 
５－７ 将来のぞむ生き方 
 
        【小学生高学年】          【中学生】          【高校生】 
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0.6

1.6

3.1

0.2

42.6

57.6

9.0

16.4

5.5

40.3

27.0

2.2

19.7

29.1

1.0

0.1

12.4

0.0 20.0 40.0 60.0

社会的に高い地位につく

お金持ちになる

仕事で成功する

有名になる

人に迷惑をかけない

人を思いやり大切にする

世の中や人の役に立つことをする

皆から好かれる人になる

勇気のある人になる

困難にぶつかってもあきらめない

自分の夢ややりたいことを実現する

趣味などを楽しむ

毎日楽しく過ごす

幸せな家庭をつくる

その他

わからない

無回答

(%)Ｎ＝2,896

0.7

1.1

4.5

0.2

50.2

56.3

12.7

15.7

4.6

49.8

35.3

2.3

15.8

35.9

0.9

0.0

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0

社会的に高い地位につく

お金持ちになる

仕事で成功する

有名になる

人に迷惑をかけない

人を思いやり大切にする

世の中や人の役に立つことをする

皆から好かれる人になる

勇気のある人になる

困難にぶつかってもあきらめない

自分の夢ややりたいことを実現する

趣味などを楽しむ

毎日楽しく過ごす

幸せな家庭をつくる

その他

わからない

無回答

(%)Ｎ＝1,054

47.1 30.5

49.5 30.3 10.5

12.3

3.9

7.5 2.7

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

高校生

そう思う どちらかと言えばそう思う

あまりそう思わない 思わない
無回答

Ｎ＝1,092

Ｎ＝187

 
【小学生保護者】              【中学生保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－８ 子どもをもつこと 
子どもをもちたいと思うかについては、中学生、高校生とも約 8割が「もちたい」と肯定的に

考えている。 
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33.9 47.3 14.5

2.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても積極的である 比較的積極的である

あまり積極的でない 積極的でない

無回答

Ｎ＝433

52.2 42.3 3.9

0.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても関心がある 関心がある

あまり関心がない 関心がない

無回答

Ｎ＝433

  
 
 
 
６－１ 家事分担、子どもへの関心 
 
（１）夫・パートナーの家事への関わりについて 

 「とても積極的である」は 3分の 1、「比較的積極的である」を加えると 8割を超える。 

 
【母子手帳交付被交付者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）夫・パートナーの子どもへの関心について 

 「とても関心がある」は半数強、「関心がある」を加えると 9割を超え、家事への関わり度

合い以上に積極的である。 

 
【母子手帳交付被交付者】 

 
 
 

６ 母子手帳交付被交付者の意識やニーズ 
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14.3 45.0 17.1 21.5 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加する（と思う）
できれば参加する（と思う）
あまり参加する気はない（と思う）
参加しない（と思う）
無回答

Ｎ＝433

 
６－２ 教室への参加 
 夫・パートナーの両親教室への参加見通しについては、「参加する（と思う）」は 14.3％、

「できれば参加する（と思う）」を加えても 6 割弱にとどまった。一方で、「参加しない（と

思う）」は 2割を超えた。 

夫・パートナーの子どもへの関心は高いが、具体的・自主的な行動には必ずしも結びつい

ていない状況がうかがえる。 

 
【母子手帳交付被交付者】 
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68.8 12.2

1.6

14.3 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない 悩んだことはある

相談したことがある 治療を受けたことがある

無回答

Ｎ＝433

98.6

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

医療機関 

民間の相談機関 

公的な相談機関 

その他

無回答

(%)Ｎ＝69

 
６－３ 不妊 
 
（１）不妊について悩んだり、治療を受けたこと 

「悩んだことはある」「相談したことがある」「治療を受けたことがある」の合計割合は、3

割近くに上った。これは、国立社会保障・人口問題研究所の第 13回出生動向基本調査（2005

年実施）における「不妊を心配したことのある夫婦は 4組に 1組」という結果とも合致する。 

 

【母子手帳交付被交付者】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）【不妊について相談したり治療を受けたりしたことがある人のみ回答】相談先 

 
【母子手帳交付被交付者】 
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36.7 47.1 9.7

3.9

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ

まだ分からない 実家に住んでいる

無回答

Ｎ＝433

43.4 23.9 30.2 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊田市内 豊田市外で愛知県内

愛知県外 無回答

Ｎ＝159

 
６－４ 出産予定 
 
（１）里帰りしての出産予定があるか 

 
【母子手帳交付被交付者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）【里帰り出産する予定がある人のみ回答】里帰り先について 

 

【母子手帳交付被交付者】 
 
 
 
 
 
 
 
 



 86

11.94.4 71.1 8.8

1.9 1.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産後２週間以内 産後１か月程度
産後２か月程度 産後３か月以上

その他 まだ決めていない
無回答

Ｎ＝159

65.8 3.9 6.2 19.4 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第一希望の産院に予約できた

第一希望ではないが、産院は予約できた

予約しようとしているが、まだ予約できていない
まだ予約しようとしていない

無回答

Ｎ＝433

 
（３）【里帰り出産する予定がある人のみ回答】里帰り先での滞在予定期間 

 
【母子手帳交付被交付者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）産院の予約 

3 分の 2 は「第一希望の産院に予約できた」と回答した。「予約しようとしているが、まだ

予約できていない」は 6.2％、「第一希望ではないが、産院は予約できた」は 3.9％で、これ

らを合わせると約 1割である。 

 
【母子手帳交付被交付者】 
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66.7

49.0

30.3

47.8

21.7

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

あお向けに寝かせる

父母がタバコをやめる

できるだけ母乳で育てる

なるべく赤ちゃんを一人にしない

すべて知らない

無回答

(%)Ｎ＝433

 
６－５ 突然死症候群 
「すべて知らない」という回答が 2 割強に上る。また、予防策として「あお向けに寝かせ

る」の認知度は 3分の 2あったものの、「父母がタバコをやめる」「できるだけ母乳で育てる」

「なるべく赤ちゃんを一人にしない」は半数に満たなかった。さらなる周知の取組が求めら

れる。 

 
【母子手帳交付被交付者】 
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24.128.0

51.0 33.5 11.3

46.7

4.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子手帳交付被交付者

一般市民

キャラクターもその意味も知っていた

キャラクターは見たことがあった

見たこともなかった
無回答

Ｎ＝433

Ｎ＝2,273

7.4 13.2 73.9 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名称やその内容も知っていた
名称は知っていた

知らなかった
無回答

Ｎ＝433

 
６－６ マームの認知、カードの認知 
 
（１）マームの認知 

「キャラクターもその意味も知っていた」という回答は、母子手帳交付被交付者で 5割強、

一般市民で 3割弱であった。「マーム」の意義に鑑みれば、妊婦だけでなく一般市民が、その

意味も含めて知っていることが必要であり、周知状況は不十分であるといえる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）母性健康管理指導事項連絡カードの認知 

「名称やその内容も知っていた」と「名称は知っていた」を合わせても 2 割程度にとどま

り、認知度は高くない。さらなる周知の取組が求められる。 

 

【母子手帳交付被交付者】 
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89.6

15.7

1.2

28.4 48.5 7.4

6.7 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　本人

夫

ある ない 未定 無回答

Ｎ＝433

 
６－７ 育児休業の取得予定 
 
（１）育児休業の取得予定 

夫／父親の育児休業取得予定が「ある」という回答は 1.2％とわずかである。 

厚生労働省の平成19年度雇用均等基本調査による男性の育休取得率1.56％と同水準である

が、政府が 2004 年 12 月に策定した「子ども・子育て応援プラン」における 10 年後の目標値

が 10％であることに鑑みると、望ましい水準とはほど遠い。 

 
【母子手帳交付被交付者】 
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0.0

7.3

3.3

22.8

28.5

11.4

3.3

21.1

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

１か月未満

１か月以上３か月未満

３か月以上６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上

未定

無回答

(%)Ｎ＝123

80.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

１か月未満

１か月以上３か月未満

３か月以上６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上

未定

無回答

(%)Ｎ＝5

 
（２）【育児休業の取得予定がある人のみ回答】予定期間 

妻／母親は「6か月以上 1年未満」「1年以上 2年未満」が多く、夫／父親は圧倒的に「1か

月未満」が多い。 

 
【母子手帳交付被交付者】 

 
＜本人＞                 ＜夫・パートナー＞ 
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32.4

11.9

8.6

5.7

0.0

1.4

1.9

1.9

0.0

2.4

8.1

25.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

配偶者・パートナーが就労していない

配偶者・パートナーが出産前に退職

する予定である

夫婦で協力して育児をするので休業

は必要ない

親（子どもの祖父母）が育児に協力し

てくれるので休業は必要ない

配偶者・パートナーが育児休業を取

得する予定である

仕事が忙しく職場に迷惑がかかる

職場に育児休業を取得しにくい雰囲

気がある

職場に育児休業制度がない

収入が減少し、家計に影響する

特に理由はないが自分が取るものと

は思っていない

その他

無回答

(%)Ｎ＝210

16.8

5.7

10.1

5.7

5.2

8.0

3.1

4.6

6.4

3.1

0.8

30.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

配偶者・パートナーが就労していない

配偶者・パートナーが出産前に退職

する予定である

夫婦で協力して育児をするので休業

は必要ない

親（子どもの祖父母）が育児に協力し

てくれるので休業は必要ない

配偶者・パートナーが育児休業を取

得する予定である

仕事が忙しく職場に迷惑がかかる

職場に育児休業を取得しにくい雰囲

気がある

職場に育児休業制度がない

収入が減少し、家計に影響する

特に理由はないが自分が取るものと

は思っていない

その他

無回答

(%)Ｎ＝388

 
（３）【育児休業の取得予定がない人のみ回答】取得する予定がない理由 

夫／父親が取得しない理由としては、その必要がないというものを除くと、「仕事が忙しく

職場に迷惑がかかる」「収入が減少し、家計に影響する」といったものが比較的多い。やはり

仕事と収入の問題が、男性の育休取得の障害となっていることがうかがわれる。 

 
【母子手帳交付被交付者】 

 
＜本人＞              ＜夫・パートナー＞ 
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52.9

34.2

41.3

13.6

79.7

38.1

44.3

43.9

16.9

45.5

36.3

21.0

19.6 14.5

87.1

29.3

18.5

11.1

36.3

43.4 11.8

0.0

7.2

17.8

0.9

0.0

0.0

10.2

1.6

4.2

3.2

0.0

1.8

1.8

1.6

1.8

1.6

2.5

2.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）時間を多くとりたいのは、A.子どもや家

族、B.自分

（２）子どもが生まれることは、A.楽しみ、B.楽

しみでない

（３）つわりは、A.つらい、B.なかった（まだ来

ていない）

（４）子どもで人生や生活は、A.豊かになる、

B.苦しくなる

（５）これからの子育てに、A.不安はない、B.

不安である

（６）子育ては、A.楽しい、B.大変である

（７）子どもは、A.かわいい、B.わずらわしい

（８）イライラや涙もろくなることが、A.ある、B.

ない

Ａに近い ややＡに近い

ややＢに近い Ｂに近い

無回答

Ｎ＝433

33.8

16.9

25.3

21.2

38.4

52.8

34.7

42.7

40.0

33.8

33.1

22.4

85.5

26.7

51.1

11.5

40.9

44.7

7.7

22.0

0.8

9.7

31.9

13.2

2.2

1.3

0.0

7.7

5.2

8.6

5.7

3.1

2.4

2.3

2.6

2.8

2.5

2.5

5.4

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）子育ては、A.とても楽しい、B.とてもつら

い

（２）子どもの成長は、A.楽しみ、B.楽しみで

ない

（３）子育てに自信がなくなることは、A.ない、

B.ある

（４）子育てが嫌になることは、A.特にない、

B.よくある

（５）子どもに手をあげることは、A.ない、B.よ

くある

（６）ゆったりと子どもと過ごせる時間は、A.

ある、B.ない

（７）配偶者の子育てに、A.協力的、B.協力的

でない

（８）配偶者と子どもについて、A.よく話す、B.

話さない

Ａに近い ややＡに近い

ややＢに近い Ｂに近い

無回答

Ｎ＝2,028

74.6

40.5

45.8

20.1

23.8 28.5

33.2

38.4 10.7

29.8

3.3

19.0

0.9

16.1

5.9

3.3

1.1

1.8

1.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）子どもは、A.かわいい、B.わずらわしい

（２）子育ては、A.楽しい、B.大変

（３）子どもで人生や生活が、A.豊かになる、

B.苦しくなる

（４）時間を多くとりたいのは、A.子どもや家

族、B.自分

Ａに近い ややＡに近い

ややＢに近い Ｂに近い

無回答

Ｎ＝2,273

  
 
 
 
７－１ 子育てに対する思い 
 

【母子手帳交付被交付者】              【就学前児童保護者】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【一般市民】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 子育てをめぐる状況 
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66.5

77.6

38.8

7.9

2.3

17.8

4.6

22.9

18.0

26.8

3.5

23.1

12.9

16.4

20.1

7.6

6.0

14.5

0.9

5.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無事出産できるかどうか

生まれてくる子に障がいはないか

妊娠中の食生活

自分や家族、職場の同僚などの喫

煙

妊娠中に働くことについて職場の理

解が得られないこと

妊娠中でも家事や上の子の世話が

大変であること

夫・パートナーの家事や子育ての分

担が少ないこと

産後における上の子の世話

上の子への接し方や兄弟姉妹との

関係

子どもの食事や栄養に関すること

育児休業後の子どもの預け場所が

ないこと

子どもの病気や発育・発達に関する

こと

育児の方法がよくわからないこと

仕事（就労）と育児の両立

妊娠・出産における経済的な不安

趣味など自分の好きな生活と育児と

の両立

子育てによって社会から切り離され

てしまうこと

子育て支援サービスをよく知らない

こと

その他

無回答

(%)Ｎ＝433

29.2

30.1

8.6

18.1

18.4

5.5

32.4

28.5

25.9

2.4

4.5

13.9

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てない

こと

子どもとの時間を十分にとれないこ

と

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分で

きないこと

子どもの教育に関すること

友達づきあいに関すること

登園拒否などの問題について

その他

特にない

無回答

(%)Ｎ＝2,028

 
７－２ 子育てに関する心配や悩み 
 
（１）子育てについて悩んでいること 

母子手帳交付者は、出産の無事や子どもの障がいの有無の割合が突出しているが、就学前保

護者では、気になることや悩みは多様となっている。 

 
【母子手帳交付被交付者】             【就学前児童保護者】 
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88.0

72.7

6.0

1.8

9.7

0.5

0.9

0.9

0.7

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家族に話す

友人や知人などに相談する

公的な相談機関などに相談する

上の子どもの保育園や学校などの

先生に相談する

医療機関に相談する

相談する相手がいない

どこに相談すればよいかわからない

その他

特に悩みごとはない

無回答

(%)Ｎ＝433

 
（２）悩んだ時の対処法 

悩みは、配偶者・パートナー、親、きょうだいなど「家族に話す」という人が７～８割で最

も多く、次いで「友人・近所の人・知人・職場の人」となっている。小学生保護者や中学生保

護者で、「誰にも相談しない」は 1％台ときわめて少数で、いろいろと悩みながら、他人に相談

しながら子育てを行っていることがわかる。小学生保護者や中学生保護者では、「学校の先生」

が約 25％と多く、学校関係の悩みが少なくないこと、先生に相談している状況がうかがえる。 

 
【母子手帳交付被交付者】 
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72.4

52.6

25.8

3.7

4.8

25.6

3.8

35.9

49.2

4.4

0.6

1.9

1.1

0.3

0.4

1.5

1.0

1.1

0.3

0.8

12.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者・パートナー

親（義理の親を含む）

きょうだい

配偶者・パートナー・親・きょうだい

以外の家族、親族

幼稚園・保育園の先生

学校の先生

塾や習い事の先生

保護者の仲間

友人・近所の人・職場の人

医師・看護師

保健所や保健センターの保健師

子育て支援センターの相談員

　保健師や相談員以外の専門相談

窓口

豊田市役所、支所の職員

雑誌・テレビ・ラジオ等の相談コー

ナー

インターネットでの相談、情報交換

その他

誰にも相談しない

相談する相手がいない

これまで相談するような心配や不安

はなかった

無回答

(%)Ｎ＝2,896

77.6

42.4

25.3

6.0

0.8

27.5

2.9

41.9

54.9

3.7

0.9

1.2

1.8

0.4

0.2

1.6

0.9

1.6

0.8

0.7

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者・パートナー

親（義理の親を含む）

きょうだい

配偶者・パートナー・親・きょうだい

以外の家族、親族

幼稚園・保育園の先生

学校の先生

塾や習い事の先生

保護者の仲間

友人・近所の人・職場の人

医師・看護師

保健所や保健センターの保健師

子育て支援センターの相談員

　保健師や相談員以外の専門相談

窓口

豊田市役所、支所の職員

雑誌・テレビ・ラジオ等の相談コー

ナー

インターネットでの相談、情報交換

その他

誰にも相談しない

相談する相手がいない

これまで相談するような心配や不安

はなかった

無回答

(%)Ｎ＝1,054

 
（３）悩みの相談者 

 
【小学生保護者】              【中学生保護者】 
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34.058.0

49.0 37.4 10.6

5.2 2.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子手帳交付被交付者

就学前児童保護者

家を行き来するくらいに仲の良い仲間がいる

会えば話をする仲間がいる

いない
無回答

Ｎ＝433

Ｎ＝2,028

 
７－３ 子育て仲間 
妊婦仲間や子育て仲間の有無については、母子手帳交付被交付者、就学前保護者とも、仲間

がいる人が９割前後と高い割合となっている。 
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18.1 38.5

53.4 13.5

14.3

2.2 27.4 3.0

1.1 27.5

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　希望

　　現実

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先

プライベートを優先 両方のバランスをとる

母親はいない 無回答

<母親> Ｎ＝2,896

56.1

47.2 19.6

19.7

18.5

1.6

5.6 5.6

2.5

16.4 3.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　希望

　　現実

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先

プライベートを優先 両方のバランスをとる

父親はいない 無回答

Ｎ＝2,896<父親>

27.5

63.32.7

31.8

27.5 3.0

1.9 34.3 1.3

1.5

3.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　希望

　　現実

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先

プライベートを優先 両方のバランスをとる

母親はいない 無回答

Ｎ＝1,054<母親>

59.7

57.4

10.8

18.0

2.2

3.0 7.0

3.3 20.0 4.0

3.6 10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　希望

　　現実

仕事時間を優先 家事（育児）時間を優先

プライベートを優先 両方のバランスをとる

父親はいない 無回答

Ｎ＝1,054<父親>

 
７－４ ワーク・ライフ・バランスの現状 
ワーク・ライフ・バランスの現状については、「両方のバランスをとる」ことを希望する割合

が母親、父親とも最も多いが、現実には、「仕事時間を優先」や「家事（育児）時間を優先」と

なっている人が母親、父親とも過半数となっている。 

 
【小学生保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中学生保護者】 
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７－５ ワーク・ライフ・バランスの推進のために企業などに求める環境整備 
子育てと仕事の両立のために企業などに求める環境整備について、「特に希望することはな

い」の割合は就学前保護者 2.5％、一般市民 1.4％とともに低く、ワーク・ライフ・バランスの

推進は社会的な要請と考えられる。 

 
【就学前児童保護者】              【一般市民】 

10.2

15.5

14.3

11.9

21.7

19.8

18.8

15.2

54.0

34.2

17.4

19.2

17.8

2.5

1.5

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0

妊娠中の通勤・就労などに配慮した

各種制度

産前産後の休暇が十分に取れる制

度

子どもが満１歳になるまでの育児休

業期間の給料保障制度

育児休業期間が１年を超えてとれる

制度

出産・育児などのため会社を辞めた

女性を再雇用する制度

育児のために必要な場合に就業時

間を縮めることができる制度

就業時間をある程度自由に融通で

きる制度

自宅で仕事をすることができる制度

子どもが病気やケガのときなどに休

暇がとれる制度

子どもの行事に参加するための休

暇制度

企業内に託児所を設けること

男女ともに子育てと仕事が両立しや

すいように企業内での理解

保育料に対する企業からの助成

特に希望することはない

その他

無回答

(%)Ｎ＝2,028

14.0

30.2

22.6

12.7

30.5

18.8

24.1

10.1

42.4

15.3

20.6

30.9

11.8

1.4

1.3

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0

妊娠中の通勤・就労などに配慮した

各種制度

産前産後の休暇が十分にとれる制

度

子どもが満１歳になるまでの育児休

業期間の給料保障制度

育児休業期間が１年を超えてとれる

制度

出産・育児などのため会社を辞めた

女性を再雇用する制度

育児のために必要な場合に就業時

間を縮めることができる制度

就業時間をある程度自由に融通で

きる制度

自宅で仕事をすることができる制度

子どもが病気やけがのときなどに休

暇がとれる制度

子どもの行事に参加するための休

暇制度

企業内に託児所を設けること

男女ともに子育てと仕事が両立しや

すいように企業内での理解

保育料に対する企業からの助成

特に希望することはない

その他

無回答

(%)Ｎ＝2,273
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53.8

1.3

41.6

20.4

41.2

44.7

26.7

3.7

10.4

26.5

16.5

3.9

1.4

0.1

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0

基礎学力をつけること

希望の学校に入れる学力をつける

こと

考える力や創造力をつけること

音楽・芸術・スポーツや自然・社会

体験など幅広く学ぶこと

礼儀・規律を学ぶこと

人間関係を築く力を身につけること

コミュニケーション力を身につけるこ

と

希望する仕事につける知識や技術

を身につけること

子どもが将来について展望を持てる

ようにすること

子どもの個性を認め、良いところを

伸ばすこと

子どもの自主性・自発性を引き出す

こと

家庭の状況を理解した対応をするこ

と

その他

特に重要だと思うことはない

無回答

(%)Ｎ＝2,273

７－６ 学校教育への期待 
 

【一般市民】 
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36.6

14.5

7.1

8.5

16.9

34.9

34.4

21.9

59.5

2.9

0.5

12.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家庭でのしつけが不十分であること

地域社会での子どもへの関わりが

不十分であること

学校での教育が不十分であること

受験競争が厳しいこと

親の収入などによって、受けられる

教育に差があること

子どもの遊び場が少ないこと

テレビなどのメディアから、子どもた

ちが悪い影響を受けること

携帯電話の利用で親が子どもの交

友関係や行動がみえなくなること

子どもが安全に生活できなくなって

いること

その他

特に問題だと思うことはない

無回答

(%)Ｎ＝2,896

47.1

16.1

8.3

14.3

21.6

14.9

50.8

38.6

50.8

2.8

0.9

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家庭でのしつけが不十分であること

地域社会での子どもへの関わりが

不十分であること

学校での教育が不十分であること

受験競争が厳しいこと

親の収入などによって、受けられる

教育に差があること

子どもの遊び場が少ないこと

テレビなどメディアから、子どもたち

が悪い影響を受けること

携帯電話の利用で親が子どもの交

友関係などがわからなくなること

子どもが安全に生活できなくなって

いること

その他

特に問題だと思うことはない

無回答

(%)Ｎ＝1,054

67.8

26.2

9.3

13.7

20.1

18.1

46.0

31.8

43.6

3.7

0.3

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家庭でのしつけが不十分であること

地域社会での子どもへの関わりが

不十分であること

学校での教育が不十分であること

受験競争が厳しいこと

親の収入などによって、受けられる

教育に差があること

子どもの遊び場が少ないこと

テレビなどのメディアから、子どもた

ちが悪い影響を受けること

携帯電話の利用で親が子どもの交

友関係などがわからなくなること

子どもが安全に生活できなくなって

いること

その他

特に問題だと思うことはない

無回答

(%)Ｎ＝2,273

 
７－７ 最近の子育て、教育の課題 

【小学生保護者】            【中学生保護者】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【一般市民】 
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43.3

9.5 18.7

22.5

5.9

10.3

12.9

3.8

10.7

8.8

9.8

16.4

32.0

17.9 35.2

17.8

4.6

28.4

36.5

43.8

21.9

33.0

53.4

55.9

4.8

9.0

7.3

8.0

8.6

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分の子どもや孫と接すること

②自分の子どもや孫の友達と接すること

③親戚の子どもと接すること

④地域の子どもと接すること

⑤仕事で子どもに接すること

⑥趣味・ボランティア等で子どもに接すること

よくある

時々ある

あまりない
ない（子ども・孫がいないを含む）

無回答

Ｎ＝2,273

 
７－８ 子どもとのふれあい 
 

【一般市民】 
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20.4

12.3

19.2

4.5

12.1

7.4

8.4

85.0

19.0

7.3

4.8

54.4

20.2

1.6

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

豊田市「子育て応援ホームページ」

（パソコン）

豊田市「子育て応援ホームページ」

以外のホームページ（パソコン）

携帯電話（メールやホームページ）

メールマガジン（パソコン・携帯電

話）

「とよた子育て応援ハンドブック」

（市の冊子）

広報とよた

健診時に配布のパンフレット

市役所や支所・出張所の窓口

市販の子育て情報誌

保育園・幼稚園など

子育て支援センター

その他 

無回答

(%)Ｎ＝2,028

20.1

7.6

36.3

6.5

11.1

2.3

12.7

60.0

21.7

2.3

6.5

13.4

19.4

2.1

5.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

豊田市「子育て応援ホームページ」

（パソコン）

豊田市「子育て応援ホームページ」

以外のホームページ（パソコン）

携帯電話（メールやホームページ）

メールマガジン（パソコン・携帯電

話）

「とよた子育て応援ハンドブック」

（市の冊子）

広報とよた

健診時に配布のパンフレット

市役所や支所・出張所の窓口

市販の子育て情報誌

保育園・幼稚園（こども園）など

子育て支援センター

その他

無回答

(%)
Ｎ＝433

 
７－９ 情報収集の方法 
母子手帳交付被交付者の子育てや子育て支援サービスに関する情報の入手方法としては、

「広報とよた」が６割で最も多く、地域の情報のニーズが多いようである。広報に次いで「市

の子育て応援ホームページ」、「健診時のパンフレット」、「子育て支援センター」、「新聞・雑

誌」が２割以上と様々な媒体を活用して、積極的に情報を収集していることがうかがえる。 

 
【母子手帳交付被交付者】          【就学前児童保護者】 
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28.2

14.7

12.6

58.6

2.6

0.0 20.0 40.0 60.0

子育て支援センター、子育て総合

支援センター、つどいの広場

子育てサロン

子育てひろば

上記のいずれも利用していない

無回答

(%)Ｎ＝2,028

  
 
 
 
８－１ 地域子育て支援施設等の利用状況 
 
（１）利用している施設 

 「いずれも利用していない」という回答が 6割にも上り、利用率は高いとはいえない。 

利用されている施設としては、「子育て支援センター、子育て総合支援センター、つどいの

広場」が 3割近くと多い。 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 地域子育て支援施設等の利用状況・利用希望 
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2.7

1.6

4.3

1.7

2.0

19.9

5.1

15.3

46.1

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0

利用したいサービスが地域にない

地域のサービスの質に不安がある

地域のサービスの利便性が悪く利用

しづらい

利用料がかかる

自分がサービスの対象者になるの

かどうかわからない

時間がない

サービスの利用方法がわからない

その他

特に理由はない

無回答

(%)Ｎ＝1,188

 
（２）【いずれの施設も利用していない人のみ回答】利用していない理由 

 「特に理由はない」という回答が半数近くに上る。これは、利用すればどのような良いこ

とがあるかが理解されていないことの表れとも考えられ、施設内容のさらなる周知が求めら

れる。 

 
 

【就学前児童保護者】 
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30.1

15.2

22.3

39.3

14.5

0.0 20.0 40.0 60.0

子育て支援センター、子育て総合

支援センター、つどいの広場

子育てサロン

子育てひろば

利用するつもりはない

無回答

(%)Ｎ＝2,028

 
８－２ 地域子育て支援施設等の利用希望 
 「子育てひろば」の利用希望 22.3％は、現状の利用率 12.6％（上述）と比べると高く、同

施設への利用誘致を契機に地域子育て支援施設全般の利用を拡大するという取組も有効と考

えられる。 

「利用するつもりがない」という回答が多いことは、上述した点と同じく、利用すればど

のような良いことがあるかが理解されていないことの表れとも考えられ、施設内容のさらな

る周知が求められる。 

 
【就学前児童保護者】 
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69.4

36.7

35.5

32.0

47.4

21.0

17.9

17.4

47.8

7.9

14.0

25.8

1.2

4.5

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの遊び場

子どもと一緒に遊んでくれるスタッフ

がいる場

親の息抜き

親同士の交流

子ども同士の交流

専門スタッフによる育児に関する相

談

市や地域の子育て支援サービスに

関する情報提供

地域の人たちとのふれ合い

親子で楽しめるイベントやプログラム

の提供

家庭・育児に関する講演会の開催

子育ての仲間などでサークル活動が

できる場

子どもの一時預かり

その他

特に期待することはない

無回答

(%)Ｎ＝2,028

 
８－３ 広場事業に期待する機能 
 

【就学前児童保護者】 
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37.9

33.3

23.4

56.4

30.2

17.3

11.3

54.9

15.0

2.4

0.7

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0

仕事などが忙しく、子どもと過ごす時

間が少ないこと

精神的なゆとりがないこと

子どもの思いや意見を聞こうとする

意識や姿勢がないこと

自己中心的な人が多くなっていること

我慢や寛大さが不足していること

地域の活動への参加が少なくなって

いること

経済的な成功や効率性を重視し、子

育ての負担を避けること

大人が手本を示せなくなっていること

経済的なゆとりがないこと

その他

特に問題だと思うことはない

無回答

(%)Ｎ＝2,273

  
 
 
 
９－１ 地域活動への参加 
 
（１）子どもを健全に育てていくために、現在の大人に足りないこと 

 子どもを健全に育てていくために現在の大人に足りないことについては、それぞれの項目に

ついてそうだと感じる人が少なくない。自分の子どもや地域の子どもの育成という視点で、大人

が自分自身の生き方や生活を見つめなおすことが必要なのではないかと考えさせられる結果と

なっている。 

 
【一般市民】 

 
 
 
 

９ 豊田市の子育て支援 
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69.0

34.6

49.3

16.8

6.8

12.3

1.7

7.0

13.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

地域のお祭り

スポーツやレクリエーションなど地域

の行事

地域の清掃や防災などの活動

交流館などが開いた講座・教室や催

し物

サークルなど趣味の活動

地域のボランティア活動

その他

特に参加した活動はない

無回答

(%)Ｎ＝2,896

66.2

36.9

63.7

13.9

10.8

18.4

1.4

10.8

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

地域のお祭り

スポーツやレクリエーションなど地域

の行事

地域の清掃や防災などの活動

交流館などが開いた講座・教室や催

し物

サークルなど趣味の活動

地域のボランティア活動

その他

特に参加した活動はない

無回答

(%)Ｎ＝1,054

41.1

16.3

44.6

14.9

12.8

10.3

1.5

29.3

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

地域のお祭り

スポーツやレクリエーションなど地域

の行事

地域の清掃や防災などの活動

交流館などが開いた講座・教室や催

し物

サークルなど趣味の活動

地域のボランティア活動

その他

特に参加した活動はない

無回答

(%)Ｎ＝2,273

 
（２）地域活動への参加 

 
【小学生保護者】             【中学生保護者】   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【一般市民】 
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44.7

17.6

23.1

35.5

14.2

8.4

33.5

14.7

7.7

44.6

23.9

1.4

0.9

3.1

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0

身近な地域で医療や訓練が受けら

れること

こども発達センターなどでの相談体

制の充実

障がい児が通う施設の整備

障がいの特性に応じた多様な教育機

会の拡充

通学・通園における介助サービス

機能訓練の充実

就労に向けた機能訓練や情報提供・

斡旋等の充実

安心して遊べる機会・場の充実

余暇活動や社会参加の機会の確保

地域住民の障がい児への理解、支

援

障がい児と地域の子どもとの交流

その他

特にない

わからない

無回答

(%)Ｎ＝2,273

 
９－２ 豊田市に期待する子育て支援 
 
（１）障がいのある子どもが地域で育っていくために必要なこと 

 
【一般市民】 
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43.9

29.2

19.5

39.8

22.2

31.1

28.8

29.6 13.3

13.7

14.0

13.6

13.9

11.5

2.7

7.2

2.5

7.0

6.3

2.3

1.9

54.0

31.7

55.1 12.8

14.2

15.5

29.7

19.2

6.9

5.0

14.1

2.9

14.2

30.6

8.8

12.7

7.0

8.2

8.3

8.9

5.2

6.8

19.0

13.8

13.8

13.5

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①行政の子育て支援サービス

②学校教育

③治安や安全対策

④子ども会やＰＴＡの活動

⑤地域や隣近所の子育ての助け合い

⑥公園や児童館などの遊び場

⑦自然環境

⑧非行防止

充実している

まあ充実している
あまり充実していない

充実していない
どちらとも言えない

無回答

Ｎ＝2,896

48.1

36.1

45.2

32.6

32.0

32.3

29.8 12.2

20.9

3.9

9.0

3.3

7.0

6.8

2.2

3.2

27.6

55.6

39.1

61.6 14.3

17.7

16.4

31.0

15.4

6.0

6.0

11.6

3.0

13.3

28.1

7.6

18.0

10.2

11.3

8.5

11.2

6.4

7.3

18.3 3.8

3.5

3.6

3.5

3.7

3.7

3.7

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①行政の子育て支援サービス

②学校教育

③治安や安全対策

④子ども会やＰＴＡの活動

⑤地域や隣近所の子育ての助け合い

⑥公園や児童館などの遊び場

⑦自然環境

⑧非行防止

充実している

まあ充実している
あまり充実していない

充実していない
どちらとも言えない

無回答

Ｎ＝1,054

 
９－３ 豊田市は子育てしやすいまちか、３年前との比較 

 
（１）豊田市について 

 
【小学生保護者】                【中学生保護者】   
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38.2

40.0

19.4

28.1

25.6

26.8 15.3

9.3

2.3

5.4

3.7

8.5

5.4

4.6

2.0

21.2

32.5

43.2

35.2

40.6 13.9

13.2

13.3

24.0

19.0

3.9

4.6

11.7

3.3

15.9

16.9

11.4

29.6

27.1

19.3

30.0

26.4

15.1

14.4

30.1 6.3

5.3

6.1

6.8

6.1

5.8

6.5

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①行政の子育て支援サービス

②学校教育

③治安や安全対策

④子ども会やＰＴＡの活動

⑤地域や隣近所の子育ての助け合い

⑥公園や児童館などの遊び場

⑦自然環境

⑧非行防止

充実している

まあ充実している
あまり充実していない

充実していない
どちらとも言えない

無回答

Ｎ＝2,273

12.9 7.55.4 21.2 49.3

2.1 1.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても子育てがしやすくなった

少しは子育てがしやすくなった
あまり変わらない

やや子育てがしにくくなった

非常に子育てがしにくくなった
３年前は子どもがいなかったのでわからない

３年前は住んでいなかったのでわからない
無回答

Ｎ＝2,028

16.0

13.4

1.3

2.6

16.1 55.7

65.2

6.5

10.8

2.5

3.4

1.4

2.4

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

とても子育てがしやすくなった
少しは子育てがしやすくなった

あまり変わらない
やや子育てがしにくくなった

非常に子育てがしにくくなった
３年前は住んでいなかった

無回答

Ｎ＝2,896

Ｎ＝1,054

                    【一般市民】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）豊田市は子どもが暮らしやすいまちか（３年前との比較） 

どの対象属性においても、「あまり変わらない」が最も多いが、「とても子育てがしやすくなっ

た」と「少しは子育てがしやすくなった」という肯定的な評価が２割前後となっており、「とよ

た子どもスマイルプラン」及び「とよた子どもスマイルプラン青少年編」の政策や事業の成果が

うかがえる。 

      【就学前児童保護者】 
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33.0

5.4

57.3

32.6

7.0

54.9

2.7

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊田市就労支援室

豊田公共職業安定所

利用したことがある

知っているが利用したことはない

知らなかった

無回答

Ｎ＝2,273

  
 
 
 
１－１ 就労希望、就労支援機関の利用 
 
（１）就労支援機関の利用 

 豊田市就労支援室の利用・周知度は、職業安定所よりかなり低い。支援室の活動内容のさ

らなる周知が望まれる。 

 
【一般市民】 

 
 
 
 
 
 
 
 

１ 就学前児童保育サービス等の利用状況・利用希望等 
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22.9 65.4 10.8 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有（すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい）
有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）

無
無回答

Ｎ＝1,194

8.9 86.9 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムによる就労

パートタイム、アルバイト等による就労
無回答

Ｎ＝1,055

 
（２）母親の就労希望 

 
①【就労希望がある人のみ回答】就労希望 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【就労希望がある人のみ回答】希望する就労形態 

 
【就学前児童保護者】 
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28.6 8.517.0 34.2 1.7 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育サービスが利用できれば就労したい

働きながら子育てできる適当な仕事がない

自分の知識、能力にあう仕事がない

家族の考え方等就労する環境が整っていない

その他

無回答

Ｎ＝1,055

31.2 9.020.4 25.8 4.1 8.6 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児に専念したいと考え、今回の妊娠を機に辞めた
育児に専念したいと考え、上の子の妊娠・出産時に辞めた
仕事と育児の両立は難しいと考え、今回の妊娠を機に辞めた
仕事と育児の両立は難しいと考え、上の子の妊娠・出産時に辞めた
上の子を出産した後、仕事と育児の両立は難しいと実感して辞めた
その他
無回答

Ｎ＝221

 
③【就労希望がある人のみ回答】就労希望はあるが働いていない理由 

 「働きながら子育てできる適当な仕事がない」が 3分の 1を占め、最も多かった。「保育サ

ービスが利用できれば就労したい」は 17.0％であった。 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④【出産前後に離職をした人のみ回答】仕事を辞めた理由・きっかけ 

 「育児に専念したい」という理由が合計で半数近くに上り、最も多い。 

「仕事と育児の両立は難しい」は 13.6％にとどまるが、これは仕事を辞めた（辞められた）

人の間での割合であり、両立に苦労しながら仕事を続けている人が大勢いるのが現実である

と思われる。 

 
【母子手帳交付被交付者】 
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39.2 14.2 41.7 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職した

継続的に働いていた

出産１年前にすでに働いていなかった

無回答

Ｎ＝2,028

7.54.9 16.6 13.1 4.4 53.0 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育サービスが確実に利用できるようであれば、継続就労していた
仕事と家庭の両立支援制度等、環境が整えば継続就労していた
保育サービスと職場の両立支援環境が整えば、継続就労していた
家族の考え方など就労する環境が整っていない
いずれにしても辞めていた
その他
無回答

Ｎ＝795

 
⑤出産前後の離職 

 「出産 1 年前にすでに働いていなかった」という人を除くと、出産前後に「離職した」人

と「継続的に働いていた」との比率は 73：27 である。 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥【出産前後に離職をした人のみ回答】保育サービスの環境による就労継続 

 「いずれにしても辞めていた」という回答が半数超で最も多い。 

一方、環境が整備されていれば「継続就労していた」という人も 4 割ほどおり、その環境

としては「保育サービス」もさることながら「仕事と家庭の両立支援」を挙げる声が多い。 

 
【就学前児童保護者】 
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12.6

0.3 0.0

82.8 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親が利用した

父親が利用した

母親と父親の両方が利用した

利用しなかった

無回答

Ｎ＝2,028

4.7

2.3

5.6 11.8 75.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業期間を調整せずにできた

育児休業期間を調整したのでできた

できなかった

希望しなかった

無回答

Ｎ＝2,028

 
１－２ 育児休業の取得状況 
 
①育児休業の利用 

育児休業を利用したケースは全体の 1割強であり、利用者のほとんどは母親であった。 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②育児休業明けに希望する保育サービスを利用できたか 

 「希望しなかった」および無回答を除くと、「育児休業期間を調整せずに利用できた」が 4

割弱、「育児休業期間を調整したので利用できた」が 2 割弱、「利用できなかった」が 4 割強

であった。 

 
【就学前児童保護者】 
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29.8 36.2 31.9 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変わらない 長くした 短くした 無回答

Ｎ＝47

5.3

7.1

9.7

32.7

45.1

1.8

0.0 20.0 40.0 60.0

希望とは違う認可保育所を利用した

事業所内の保育サービスを利用した

上記以外の保育サービスを利用した

家族等にみてもらうことで対応した

仕事を辞めた

無回答

(%)Ｎ＝113

 
③【育児休業期間を調整したので、希望する保育サービスを利用できた人のみ回答】保育サービ

スの利用可否による育児休業期間の変更 

 育児休業期間を「長くした」人は 36.2％、「短くした」人は 31.9％で、合わせて 7 割近く

の人が期間を変更していた。 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④【希望する保育サービスを利用できなかった人のみ回答】希望する保育サービスが利用できな

かった時の対応 

 希望する保育サービスが利用できなかった場合、他のサービスを利用して対応できた人は

少数であり、「仕事を辞めた」人の 45.1％、「家族等にみてもらうことで対応した」人の 32.7％

が圧倒的に多かった。 

 
【就学前児童保護者】 
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24.9

64.7

10.2

15.7

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

同居の家族・親族

近居の親族

知人・友人

特に頼める人はいない

無回答

(%)Ｎ＝433

23.7

60.7

1.8

14.9

12.8

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日常的に祖父母等の親族に預かっ

てもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族に預かってもらえる

日常的に子どもを預けられる友人・

知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子ども

を預けられる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

(%)Ｎ＝2,028

 
⑤子どもの世話を頼めそうな人 

 
【母子手帳交付被交付者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥日頃、子どもを預かってもらえる人 

 
【就学前児童保護者】 
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61.9

15.1

19.0

23.2

5.2

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

祖父母が孫を預かることについて

は、特に問題はない

祖父母の身体的負担が大きく心配で

ある

祖父母の時間的制約や精神的な負

担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をか

けていることが心苦しい

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,641

47.2

6.6

23.4

31.9

7.2

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

友人・知人に預かってもらうことにつ

いては、特に問題はない

友人・知人の身体的負担が大きく心

配である

友人・知人の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をか

けていることが心苦しい

その他

無回答

(%)Ｎ＝320

 
⑦【祖父母等の親族に預かってもらえる人のみ回答】祖父母に預かってもらっている状況 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧【子どもを預けられる友人・知人がいる人のみ回答】友人や知人に預かってもらっている状況 

 
【就学前児童保護者】 
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48.6 50.8 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

Ｎ＝2,028

64.4

0.2

2.7

2.5

31.0

5.1

0.0

1.2

0.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

こども園・保育園

家庭的な保育(保育ママ)

事業所内保育施設

その他の保育施設

私立幼稚園

私立幼稚園の預かり保育

ベビーシッター

とよたファミリー・サポート・センター

無回答

(%)Ｎ＝985

 
１－３ 就学前児童保育サービスの利用ニーズ 
 
（１）保育サービスの利用状況 

 

①現在の保育サービスの利用の有無 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【保育サービスを利用している人のみ回答】現在利用している子育て支援サービス 

 
【就学前児童保護者】 
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台
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無

回
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(%)
Ｎ＝984

46.1

3.0

0.4

0.6

0.2

43.8

2.6

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0

現在就労している

就労予定である／求職中である

家族・親族などを介護しなければな

らない

病気や障がいなどがある

学生である

１～５までの事情はないが、子ども

の教育のため

その他

無回答

(%)Ｎ＝984

 
③【保育サービスを利用している人のみ回答】保育サービス利用時間 

 サービス利用率 10％以上の時間帯は 8:00～18:00、5％以上の時間帯は 7:30～18:00、すべ

ての利用時間帯は 7:00～19:00 であった。 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④【保育サービスを利用している人のみ回答】保育サービスを利用している理由 

 
【就学前児童保護者】 
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56.0

8.4

0.1

3.0

6.6

0.5

0.5

19.4

4.2

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0

必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみて

いる

近所の人や父母の友人・知人がみ

ている

預けたいが、保育サービスに空きが

ない

預けたいが、経済的な理由でサービ

スを利用できない

預けたいが、延長・夜間等の時間帯

や場所の条件が整わない

預けたいが、サービスの質など納得

できるサービスがない

子どもがまだ小さいため

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,031

 
⑤【保育サービスを利用していない人のみ回答】保育サービスを利用していない理由 

 
【就学前児童保護者】 
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52.3

4.7

14.8

2.2

13.0

14.7

23.0

2.0

6.8

29.4

28.7

12.3

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

こども園・保育園

家庭的な保育(保育ママ)

事業所内保育施設

その他の保育施設

私立幼稚園

私立幼稚園の預かり保育

延長保育

ベビーシッター

とよたファミリー・サポート・センター

一時預かり

病児・病後児保育

特にない

無回答

(%)Ｎ＝2,028

 
⑥今後利用したい、充実してほしい保育サービス 

 「こども園・保育園」を挙げた人が半数超と突出した多かった。次いで、「一時預かり」が

29.4％、「病児・病後児保育」が 28.7％、「延長保育」が 23.0％と 2割を超えた。 
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63.2

2.8

4.8

0.4

7.6

6.3

5.5

0.3

1.4

0.3

0.2

7.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

こども園・保育園

家庭的な保育(保育ママ)

事業所内保育施設

その他の保育施設

私立幼稚園

私立幼稚園の預かり保育

延長保育

ベビーシッター

とよたファミリー・サポート・センター

一時預かり

病児・病後児保育

無回答

(%)Ｎ＝1,504

 
（２）保育サービスの利用意向 

 
①【日中の定期的保育を利用したい、あるいは充実してほしいと思う人のみ回答】利用を希望す

るサービス 

 「こども園・保育園」が 63.2％で突出した多かった。次いで、「私立幼稚園」が 7.6％、「私

立幼稚園の預かり保育」が 6.3％、「延長保育」が 5.5％であった。 

 
【就学前児童保護者】 
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Ｎ＝1,504

 
②【日中の定期的保育を利用したい、あるいは充実してほしいと思う人のみ回答】利用希望時間 

 サービス利用希望率 10％以上をカバーする保育時間は 8:00～18:00、5％以上をカバーする

のは 7:30～19:00、1％以上をカバーするのは 7:00～21:00 であった。上述した現状の利用時

間（サービス利用率 5％以上の時間帯は 7:30～18:00、すべての利用時間帯は 7:00～19:00）

と比べると、18:00 以降の延長保育の要望が強いことがわかる。 

 
【就学前児童保護者】 
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15.4

9.6

7.6

45.3

13.5

0.1

0.4

0.1

4.1

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0

現在就労している

現在就労しているが、もっと日数や

時間を増やしたい

就労予定である／求職中である

そのうち就労したいと考えている

就労していないが、子どもの教育な

どのために子どもを預けたい

家族・親族などを介護しなければな

らない

病気や障がいなどがある

学生である／就学したい

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,504

 
③【日中の定期的保育を利用したい、あるいは充実してほしいと思う人のみ回答】サービスを利

用したい理由 

 「そのうち就労したいと考えている」が 45.3％で最も多かった。また、「現在就労している」

が 15.4％、「現在就労しているが、もっと日数や時間を増やしたい」が 9.6％、「就労予定で

ある／求職中である」が 7.6％であった。 

 
【就学前児童保護者】 
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3.0

6.0

13.9

17.4
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73.5
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

日曜日・祝日

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい

利用希望はない 無回答

Ｎ＝2,028
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④土日・祝日の利用希望 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●【土・日・祝日に保育サービスなどの利用希望がある人のみ回答】土曜日の希望時間帯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●【土・日・祝日に保育サービスなどの利用希望がある人のみ回答】日曜日の希望時間帯 
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36.9 61.6 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用予定はない 無回答

Ｎ＝333

59.0 36.8 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

Ｎ＝985

21.5

55.2

25.8

36.3

2.9

0.7

1.0

2.1

3.3

2.2

0.0 20.0 40.0 60.0

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に預けた

就労していない保護者がみた

病児・病後児の保育サービスを利

用した

ベビーシッターを頼んだ

ファミリー・サポート・センターにお願

いした

仕方なく子どもだけで留守番させた

その他

無回答

(%)Ｎ＝581

 
⑤【平成 21 年 4 月に小学校へ入学する予定の子どもを持つ保護者のみ回答】放課後児童クラブ

の利用意向 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥【保育サービスを利用している人のみ回答】病気やケガで通常の保育サービスを利用できなか

ったこと、あった場合の対処方法 

 
【就学前児童保護者】 

                            対処方法 
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27.4 69.9 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

Ｎ＝2,028

9.7 87.9 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

Ｎ＝2,028

92.4

4.1

6.6

0.0

2.0

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

親族・知人に預けた

保育サービスなどを利用した

仕方なく子どもも同行させた

仕方なく子どもだけで留守番させた

その他

無回答

(%)Ｎ＝197

15.47.1 32.4 45.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に困難 どちらかというと困難

特に困難ではない 無回答

Ｎ＝182

 
⑦私用等で家族以外に一時的に預けたこと 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧泊りがけで家族以外に預けなければならなかったこと、あった場合の対処方法、親族・知人に

預けた場合の困難度 

【就学前児童保護者】 

対処方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 親族・知人に預けた場合の困難度 
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1.3

95.2 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

Ｎ＝2,028

15.4

19.2

11.5

30.8

7.7

23.1

15.4

7.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

主たる保育サービスとして利用して

いる

保育施設等の利用で足りない時間

を補う目的で利用している

子どもの病気・ケガ等の緊急時に

利用している

祖父母や近所の人、友人等に預

かってもらえないとき利用している

親の冠婚葬祭等や買物等の外出

の際に利用している

保育施設等の送り迎えに利用して

いる

その他の目的で利用している

無回答

(%)Ｎ＝26

 
１－４ ファミリーサポートの利用ニーズ 
 
①ファミリー・サポート・センターの利用状況 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【利用している人のみ回答】ファミリー・サポート・センターの利用目的 

 
【就学前児童保護者】 
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2.7

4.6 88.5 5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

早朝に預けたことがある 夜間に預けたことがある

預けたことはない 無回答

Ｎ＝2,028

21.4
26.2

71.4

45.2

35.7

21.4

11.9 9.5 9.5 7.1 7.1 7.1 7.1 4.8 4.8 4.8 4.8
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

６
時

半

以

前

６
時

台

後

半

７
時

台

前

半

７
時

台

後

半

８
時

台

前

半

８
時

台

後

半

９
時

台

１

０
時

台

１

１
時

台

１

２
時

台

１

３
時

台

１

４
時

台

１

５
時

台

１

６
時

台

前

半

１

６
時

台

後

半

１

７
時

台

前

半

１

７
時

台

後

半

１

８
時

台

前

半

１

８
時

台

後

半

１

９
時

台

前

半

１

９
時

台

後

半

２

０
時

台

前

半

２

０
時

台

後

半

２

１
時

台

前

半

２

１
時

台

後

半

２

２
時

０

１
分

以

降

無

回

答

(%)
Ｎ＝42

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.1 2.2
5.5 5.5

14.3 14.3

27.5 28.6

87.9
80.2

62.6
58.2

38.5
31.9

18.7

4.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

６
時

半

以

前

６
時

台

後

半

７
時

台

前

半

７
時

台

後

半

８
時

台

前

半

８
時

台

後

半

９
時

台

１

０
時

台

１

１
時

台

１

２
時

台

１

３
時

台

１

４
時

台

１

５
時

台

１

６
時

台

前

半

１

６
時

台

後

半

１

７
時

台

前

半

１

７
時

台

後

半

１

８
時

台

前

半

１

８
時

台

後

半

１

９
時

台

前

半

１

９
時

台

後

半

２

０
時

台

前

半

２

０
時

台

後

半

２

１
時

台

前

半

２

１
時

台

後

半

２

２
時

０

１
分

以

降

無

回

答

(%)
Ｎ＝91

 
１－５ 早朝、夜間保育 
 
①早朝、夜間保育の利用状況 

 
【就学前児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【早朝に預けたことがある人のみ回答】早朝の利用時間 

【就学前児童保護者】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③【夜間に預けたことがある人のみ回答】夜間の利用時間 

 
【就学前児童保護者】 
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0.2

0.0

0.0

0.2

0.1

0.0

88.2

11.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主たる保育サービスとして利用して

いる

保育施設などの利用で足りない時

間を補う目的で利用している

子どもの病気・ケガ等の緊急時に

利用している

祖父母や近所の人、友人等に預

かってもらえないとき利用している

親の冠婚葬祭などや買物などの外

出の際に利用している

その他の目的で利用している

利用していない

無回答

(%)Ｎ＝2,028

 
１－６ ベビーシッターの利用状況 
 

【就学前児童保護者】 
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31.0 40.3 27.1 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有（すぐにでも、もしくは１年以内に希望がある）
有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）

無
無回答

Ｎ＝803

7.7 85.7 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムによる就労

パートタイム、アルバイト等による就労
無回答

Ｎ＝573

  
 
 
 
２－１ 就労希望、就労支援機関の利用 
 
（１）母親の就労希望 

 
①【以前は就労していたが現在は就労していない、または、これまでに就労したことがない人の

み回答】就労希望 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【就労希望がある人のみ回答】希望する就労形態 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 

２ 放課後児童クラブ等の利用状況・利用希望等 
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27.6 9.63.1 44.7 4.9 10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

放課後児童クラブなどのサービスが利用できれば就労したい

働きながら子育てできる適当な仕事がない

自分の知識、能力にあう仕事がない

家族の考え方等就労する環境が整っていない

その他

無回答

Ｎ＝573

33.1

48.1

5.6

21.8

11.7

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日常的に祖父母等の親族に預かっ

てもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母

等の親族に預かってもらえる

日常的に子どもを預けられる友人・

知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子ども

を預けられる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答              

(%)Ｎ＝2,896

 
③【就労希望がある人のみ回答】就労希望はあるが働いていない理由 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④日頃、子どもを預かってもらえる人 

 
【小学生児童保護者】 
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69.3

10.0

12.7

19.0

3.6

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

祖父母が孫を預かることについて

は、特に問題はない

祖父母の身体的負担が大きく心配で

ある

祖父母の時間的制約や精神的な負

担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をか

けていることが心苦しい

その他

無回答

(%)Ｎ＝2,215

54.6

3.2

15.8

33.2

4.1

3.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

友人・知人に預かってもらうことにつ

いては、特に問題はない

友人・知人の身体的負担が大きく心

配である

友人・知人の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をか

けていることが心苦しい

その他

無回答

(%)Ｎ＝716

 
⑤【祖父母に預かってもらえる人のみ回答】祖父母に預かってもらっている状況 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥【子どもを預けられる友人・知人がいる人のみ回答】友人や知人に預かってもらっている状況 

 
【小学生児童保護者】 
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11.6 87.1 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

Ｎ＝2,896

57.3 35.8 6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎月の利用 長期休暇のみの利用 無回答

Ｎ＝335

 
２－２ 放課後児童クラブの利用ニーズ 
 
（１）放課後児童クラブの利用状況 

 

①放課後児童クラブの利用の有無 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【利用している人のみ回答】利用日数 

 
【小学生児童保護者】 
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94.6

0.0

0.6

0.0

0.3

4.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

現在就労している

家族・親族などを介護しなければな

らない

病気または障がいなどがある

学生である

その他

無回答

(%)Ｎ＝335

35.5

0.6

5.2

0.6

0.4

3.5

5.8

10.7

0.0

35.5

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

現在就労していないから

就労しているが、放課後児童クラブ

を知らなかったから

就労しているが、近くに放課後児童

クラブがないから

就労しているが、放課後児童クラブ

に空きがないから

就労しているが、放課後児童クラブ

の開所時間が短いから

就労しているが、利用料がかかる

から

就労しているが、子どもは放課後の

習い事をしているから

就労しているが、放課後の短時間

なら、子どもだけで大丈夫だから

就労しているが、他の施設に預けて

いるから

その他

無回答

(%)Ｎ＝2,521

 
③【利用している人のみ回答】利用している理由 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④【利用していない人のみ回答】利用していない理由 

 
【小学生児童保護者】 
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7.610.1 21.0 61.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎月、利用したい 長期休暇のみ利用したい

利用したくない 無回答

Ｎ＝2,896

21.2 50.9 28.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する 希望しない 無回答

Ｎ＝293

10.7 61.3 28.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する 希望しない 無回答

Ｎ＝607

 

（２）放課後児童クラブの利用意向 

 
①放課後児童クラブの利用希望 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【ほぼ毎月、利用したい人のみ回答】土日の利用希望 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③【長期休暇だけ利用したい人のみ回答】土日の利用希望 

 
【小学生児童保護者】 
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64.8

5.0

12.6

0.2

0.7

0.1

4.2

4.7

7.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

現在就労している

就労予定である／求職中である

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければな

らない

病気または障がいなどがある

学生である／就学したい

就労していないが、子どもの教育な

どのために預けたい

その他

無回答

(%)Ｎ＝900

④【利用したい人のみ回答】利用したい理由 

 
【小学生児童保護者】 
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6.134.4 26.7 32.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい
利用したくない

対象の事業がないのでよくわからない
無回答

Ｎ＝2,896

47.5

19.4

76.4

6.8

1.3

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

地区の区民会館など

公園・広場

学校の余裕教室

保育園・幼稚園

その他

無回答

(%)Ｎ＝996

 
（３）放課後子ども教室の利用希望 

 
①放課後子ども教室の利用希望 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【利用したい人のみ回答】希望する場所 

 
【小学生児童保護者】 
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16.5

16.0

38.3

30.5

3.5

5.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

放課後児童クラブを利用したい

放課後子ども教室を利用したい

クラブ活動や塾・習い事に行かせた

い

利用を希望するサービスは特にな

い

その他

無回答

(%)Ｎ＝2,896

6.97.1 5.4 80.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学４年生まで 小学５年生まで

小学６年生まで 無回答

Ｎ＝478

 
（４）放課後の過ごした方 

 
①小学４年生以降の放課後の過ごし方 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【放課後児童クラブを利用したい人のみ回答】利用したい学年 

 
【小学生児童保護者】 
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43.6 54.5 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

Ｎ＝2,896

8.7

48.7

19.9

32.1

0.1

0.1

0.0

8.6

4.0

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に預けた

就労していない保護者がみた

病児・病後児の保育サービスを利

用した

ベビーシッターを頼んだ

ファミリー・サポート・センターにお願

いした

仕方なく子どもだけで留守番させた

その他

無回答

(%)Ｎ＝1,263

 
③病気やケガで通常の保育サービスを利用できなかったこと、あった場合の対処方法 

 
【小学生児童保護者】 

 

 

対処方法 
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25.3 72.9 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

Ｎ＝2,896

8.0 90.2 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

Ｎ＝2,896

95.2

0.0

1.3

1.3

1.7

3.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

親族・知人に預けた

保育サービスなどを利用した

仕方なく子どもも同行させた

仕方なく子どもだけで留守番させた

その他

無回答

(%)Ｎ＝231

24.13.2 23.2 49.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に困難 どちらかというと困難

特に困難ではない 無回答

Ｎ＝220

 
④私用等で家族以外に一時的に預けたこと 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤泊りがけで家族以外に預けなければならないこと、あった場合の対処方法、親族・知人に預け

た場合の困難度 

【小学生児童保護者】 

対処方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
親族・知人に預けた場合の困難度 
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0.8

97.4 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

Ｎ＝2,896

16.7

25.0

8.3

4.2

0.0

16.7

12.5

20.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

主たる保育サービスとして利用して

いる

保育施設等の利用で足りない時間

を補う目的で利用している

子どもの病気・ケガ等に預かっても

らえないときに利用している

祖父母や近所の人、友人等に預

かってもらえないとき利用している

親の冠婚葬祭等や買物等の外出

の際に利用している

保育施設等の送り迎えに利用して

いる

その他の目的で利用している

無回答

(%)Ｎ＝24

 
２－３ ファミリーサポートの利用ニーズ 
 
①ファミリー・サポート・センターの利用状況 

 
【小学生児童保護者】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②【利用している人のみ回答】ファミリー・サポート・センターの利用目的 

 
【小学生児童保護者】 
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0.1

0.1

0.0

0.1

92.7

6.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもの病気・ケガ等の緊急時に

利用している

祖父母や近所の人、友人等に預

かってもらえないとき利用している

親の冠婚葬祭等や買物等の外出

の際に利用している

その他の目的で利用している

利用していない

無回答

(%)Ｎ＝2,896

 
２－４ ベビーシッターの利用状況・利用希望 
 

【小学生児童保護者】 
 
 


